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目指して行くんだ



KCを指導される先生方へ 

～中高一貫教育の深化と生成AI時代における「問いを立てる力」の育成～ 

 令和３年度に本校附属中学校が開校し、令和６年度にはその第１期生が高校へ進学、本校

における中高一貫教育は本格的な段階に入った。これまで、附属中学校での３年間で、生徒

たちは地域探究や企業探究を通じて社会の仕組みや身近にある課題に触れ、探究学習の基

礎を培う学びを行ってきた。この経験を確固たる土台とし、高校段階においてさらに高度で

主体的な学びへと発展させるための仕掛けが、本校独自の「Kawaguchi Cupola Project（以

下、KC）」である。本プロジェクト名は、地元・川口の発展を支えた鋳造業の「キューポラ」

に由来し、人々が朝夕に見上げてきたキューポラの高みを目指すように、生徒それぞれが高

い志を持って未知の課題に挑み、世界へと羽ばたくことを期待して命名された。 

 さて、今日生成 AI の急速な進化により、情報の集約や既存の知識に基づく「正解」の提

示において、AI は既に人間を凌駕する水準に達している。知的・身体的・精神的な多くの

作業が AI やロボットに代替される時代において、教育に課せられた新たな使命は、AI を道

具として使いこなし、共生し、新たな価値を生み出していく力を育むことである。人間と AI

が協働する際、その起点となるのは常に人間の「問い」である。AI は与えられた問いに対

し精緻な答えを示すが、何が本質的な課題であるかを見極め、そこに独自の視点で「問いを

投げかける」ことは人間にしか成し得ないことである。KC において「問いの深化」を活動

の核に据えるのは、生徒が将来、AI と協働し、これまでにない価値を創造できるリーダー

としての資質を養うためである。 

 また、本校の学校教育目標は「未来を創る しなやかでたくましい人材の育成」である。

激動する社会に柔軟に対応する「しなやかさ」と、容易に答えを見いだせない困難な課題に

協力して臨む「たくましさ」は、主体的な探究プロセスを通じてこそ鍛えられる。KC は、

生徒が自身の素朴な興味関心に基づき「問い」を立て、実際に動いてデータを収集し、その

結果から得られた気づきをもとに、より深く、より本質的な「次なる問い」を投げ直す「問

いの螺旋」を構築するための仕掛けである。 

 同時に、KC において極めて重要なのが、客観的根拠に基づき論理を構築する科学的探究

手法の習得だ。単なる主観的な感想や情報の集約に留まらず、適切なデータ収集と分析を行

い、科学的な手続きを経て結論を導き出す作法を身に付けなければならない。この試行錯誤

と科学的検証のプロセスこそが、生徒の思考を強靭にし、生涯にわたる学びの基盤となる。 

 指導および評価において重視すべきは、探究の成功や新規性のみならず、その「プロセス」

にある。思うようにデータが集まらない等の困難に直面した際、いかにして考え、行動し、

科学的手法を用いて自らの「問い」を更新し続けたか。その足跡こそが、本校が掲げる「た

くましさ」の証明であり、評価の核心である。 

 教職員は伴走者として生徒の熱意を「問い」へと昇華させるべく、共に考え、その歩みを

一歩ずつ支え続ける。本プロジェクトは探究の手法を手に、「未来を拓くリーダー」へと成

長する過程を、教職員が一丸となり支援するものである。       令和８年１月 
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6 年間の見通し 

「総合的な学習の時間」の取り組み「Kawaguchi Cupola Project（KC）」について 

本校では、「総合的な学習の時間」において行われる探究学習を「Kawaguchi Cupola 

Project」と称し、さらに省略して「KC」と呼んでいます。 

KC とは、中高一貫生が 6 年間かけて課題研究について発展的かつ継続的に力を育んでい

く活動です。自ら問いを設定し、その問いについて深く考えて明らかにしていくという探究的

な学習を通して、自己の在り方や生き方を考えながら、よりよく課題を発見し解決していくた

めの資質能力の育成を目指します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題研究入門ⅠⅡ（中１、中 2） 

中 3 以降の 1 人 1 テーマの探究活動に向けて、基礎的なスキル習得を目指します。学年の

テーマに沿って、①課題の設定 ②情報の収集 ③整理・分析 ④まとめ・表現について、体験

的な活動を通しながら、課題解決していく力を育んでいきます。 

 

KC（中３、高１、高２３） 

 １人 1テーマで自分自身の興味関心に基づくリサーチクエスチョンを設定し、探究活動を進め

ていきます。中高で異学年共同ゼミナールを行うこともあります。上級生はゼミの中で自身の

学びを整理すること、下級生は上級生のこれまでの探究活動の過程を聞くことで自分の探究

活動の質を向上させることが期待されます。  

探究 ６年間の見通し 

中１地域 中２働くこと 

講義・実習・FW 等 

小集団で協働して探

究する力 

中３、高１、高２３ 

自身の興味・関心に従って個人で研究テーマを設定 

一人一人が探究手法を自分自身で考えて探究を行う（共同ゼミ） 

年度末には、論文を作成し、ポスターセッション等で成果を発表 

中３
論文の構成を会得

論文４０００字相当

高１
試行錯誤の実行

論文８０００字相当

高２
説得力の
高い研究

高３
課題研究の
総まとめ

中１中２ 

課題研究入門ⅠⅡ 

探究の基礎的な 

スキル習得 

論文１８０００字相当 
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川口市立高等学校 中高一貫生  

総合的な探究の取り組み「Kawaguchi Cupola Project」について 

（R7 発行優秀論文集より） 

 

１．Kawaguchi Cupola Project とは 

 本校では一貫生の「総合的な学習の時間」を「Kawaguchi Cupola Project」と称し、さら

に省略して「KC」と呼んでいます。この名前はかつて川口の基幹産業であった鋳造業の工

場に見られたキューポラから取られています。現在では少なくなりましたが、キューポラの

下で額に汗を流して働き幸福を追求していた頃、空を見上げるたびにあの高みを目指そう

としていた人々に思いをはせ、生徒に高い目標と課題意識を持ってもらいたい、その高い地

点から世界に羽ばたいてもらいたいという願いが込められています。 

 

２．KC で育てたい力 

 本校の学校教育目標は「未来を創る しなやかでたくましい人材の育成」であり、一貫生

においては、激しい時代の変化に柔軟に対応する「しなやかさ」と、容易に答えを見いだせ

ない困難な課題に協力しながら臨んでいく「たくましさ」を身につけることであると考えて

います。さらに、未来を創るリーダーたる人材として自らで考え、主体的に行動する力を身

につけてほしいと考えています。 

 KC において生徒は、自分の思うようにデータが集まらない、限られた時間をやりくりし

て活動しなければならない、自分の本当に「知りたい」「やりたい」と思うことができるこ

とはなんであるかなど、必ず困難な課題に直面します。そんな困難な課題を解決していくた

めに、自ら汗をかいてオリジナルなデータを集めること、突き詰めて考え抜くこと、他者と

の対話を通じて新たなアイデアを獲得することを目指しています。 

 

３．KC の特徴 

 KC の特徴は大きく 3 点あります。 

① 1 人 1 テーマの探究活動 

生徒には自らの「やりたい」という気持ちを大事にしてもらいたいと考えています。

そのため、1 人 1 テーマで自分自身の興味関心に基づく探究を進めていきます。 

② 異学年共同ゼミ 

 高校 1 年次から 3 年次までが同じ講座で 3 学年混合のゼミ活動を行いながら自身の

探究を進めていきます。生徒はゼミの中で相互に探究についての質問、相談、アドバイ

スを行います。上級生はゼミの中で自身の学びを整理すること、下級生は体験を聞くこ

とで自分の探究の質を向上させることが期待されます。 
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ゼミ活動のイメージ図 

③ 論文（レポート）作成、1 年次 8000 字相当、最終論文 18000 字相当 

 1 年次のレポートではここまでの活動について試行錯誤の成果をまとめます。うまく

いったかどうかではなく、どんなことを考えて行動に移し、その結果からどのようなこ

とを考えたのかを評価します。最終論文では、1 年次のレポートより説得力の高い研究

を論文にまとめます。調査方法や情報収集方法が適正であるか、問い・根拠・結論の整

合性があるか、考察は妥当であるかを評価されます。 

 

４．KC 全体スケジュール 

 

このサイクルを 3 回繰り返し、探究活動をブラッシュアップしていきます。 

 

５．KC で大切にしていること 

この KC において大切にしているのは、探究活動を楽しんでほしいということです。

そのために探究テーマとしてふさわしい「良い問い」の条件として「やりたいこと」「で

きること」「意義があること」の 3 点を挙げています。その中でも特に「やりたこと」

をテーマに据えることの重要性を強調しています。KC は授業時間外で多くの活動が求

められます。また、探究活動は一本調子にうまくいくことはまずありません。そんなと

きでも、考え抜くことが求められます。そのため、テーマが本当に自分が興味がある「や

りたいこと」でなければ続けていくことは困難です。 
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生徒向け「良い問いとは？」より抜粋 

ゼミ活動では上級生の失敗経験を踏まえたアドバイス、下級生からの新たな視点の

獲得が探究のサイクルをますます加速させます。特に上級生は、ゼミ内での議論に置け

るファシリテーターとしての役割（建設的な議論を促進する役割）を果たします。単に

相手の活動をほめたり、ダメ出しをしたりするだけではなく、相手の考えをさらに深め

るきっかけになる、新たな問いを見つけるきっかけになるような問いかけやアドバイ

スをできるようになることを意識してほしいと考えています。そのような問いかけは

大人でも（我々教員でも）簡単なことではありませんが、世界に大きく羽ばたくリーダ

ーとして身につけることを期待しています。 

また、探究活動は研究活動と異なるという点も特に大切なポイントです。研究におい

ては真に未解決なことを明らかにすることが求められます。すなわち結果に至る過程

と結果の新規性が評価されます。一方で KC における探究とは、自ら見つけた課題を試

行錯誤しながら解決する過程が評価されます。すでに知られていることであっても自

分のオリジナルな方法で検証することができれば、KC においては高く評価されます。

論文（レポート）においても同様であり、試行錯誤の結果うまくいかなかった、思うよ

うな結果が出なかったとしても、自分で考えて行動した過程がきちんとまとめられて

いる論文が評価されます。興味をもって行動し、失敗してもなお、興味が尽きない、知

りたいと思うことに出会うことができたのなら、大学やその先の舞台で探究を続けて

もらいたいと願っています。 
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令和 7年度 中高一貫生KCの実施内容 

月 日 曜 限 学校予定 活動場所

4 17 木 6限 大ホール

24 木 6限 理数オリエン 小ホール

5 1 木 6限 大ホール

8 木 6限 生徒総会 HR教室＋20系

15 木 6限 HR教室＋20系

22 木 中間考査

29 木 6限 進路の読み合わせ(2年5限1年6限)

6 5 木 6限 三者面談

12 木 6限 2年オープンキャンパス資料説明会 HR教室

19 木 6限 20系教室

26 木 6限 20系教室

7 3 木 期末考査

10 木 6限 HR教室＋20系

15 火 午前

8 夏季休業

9 4 木 6限 模試分析会(1年6限2年7限) HR教室

11 木 6限 1年卒業生懇談会 HR教室

18 木 6限 2年大学合同説明会 HR教室

25 木 6限 大ホール

10 2 木 体育祭

9 木 6限 HR教室＋20系

16 木 中間考査

23 木 小中アリーナ

30 木 6限

11 6 木 6限 HR教室＋20系

13 木 6限 HR教室＋20系

20 木 6限 HR教室＋20系

27 木 6限 2年修学旅行/月曜日課

12 4 木 6限 HR教室＋20系

18 木 6限

25 木

1 15 木 6限 大ホール

22 木 6限 HR教室

29 木 6限 大ホール

31 土

2 5 木 6限 （HR教室＋20系）

12 木 6限 （HR教室＋20系）

19 木 6限 （HR教室＋20系）

3 16 月

都立大探究発表会

論文・ポスター作製

論文・ポスター作製

論文・ポスター作製

ポスター発表会

進路講演会

グローバル講演会 クラス別活動・進捗報告

アントレプレナーシップ講演会 クラス別活動・進捗報告

ゼミ⑥・調査継続

2年修学旅行

ゼミ⑦・冬休みに向けて

探究④提出

県探究活動生徒発表会(日本薬科大)

論文の書き方・なぜ論文を描くのか

中間発表のため授業変更

クラス別活動・探究②報告(7限に実施 クラス別活動・探究②報告

クラス別活動・進捗報告

クラス別活動・進捗報告

ゼミ③・中間発表準備/スライド作成の技法

ゼミ④・ゼミ内発表/発表準備

合同中間発表会（探究③報告）5-7限

テーマ発表会（探究①報告）

テーマ発表会（探究①報告）

ゼミ②・夏休みに向けて

探究手法講座・オリジナルデータを作ろう

問いを立てる①・個人活動・ゼミ紹介

課題設定講演会 論文作成

1年次 2年次

総探オリエンテーション・〇〇の知らない世界

問いを立てるとは？ 科目選択説明会

各自探究（オリジナルデータ収集）

問いを立てる②・学年縦断グループ活動

仮ゼミ①・先行研究調べ

クラス別活動・発表準備 2年オープンキャンパス資料説明会
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一貫生総合探究（Kawaguchi Cupola Project 通称 KC）指導について 

 

内容・目的 

KC では学年横断ゼミを形成し、個人個人での探究活動を実施します。1 年間の主な活動

の流れは、⓪オリエンテーション、①（大きな）テーマ設定、②（実際に取り組む）リサー

チクエスチョンの設定、③調査・実験など検証方法の検討、④検証実施、⑤論文・ポスター

作成、となります。 

これらの活動を通じて、（困難に直面しても）粘り強く考え抜く力、対話を通じて課題解

決に導く力、他者に自身の考えを伝える力を習得させることを目的としています。 

 

１． 実施方法 

R7 年度については一貫生 1・2 年次生を 11 のゼミに分け、それぞれのゼミ担当教員の

指導の下授業時間、放課後、長期休業等の時間を利用して探究活動を行います。 

今年度は 4 回（状況により 3 回）の探究活動提出日、３回の校内発表を全員が行います。

優秀な探究活動については 12 月末に行われる県の探究活動発表会に出展します。 

探究の予算については全体で 20 万円程度は利用可能と事務室に確認済みです（予算の

割り振りについては後日）。また、教材費からフラットファイルを購入し、各回のプリント

をまとめさせます。 

 

２． 主なスケジュール（詳細は別紙にて配布済み） 

6 月 19 日 テーマ発表会（探究提出①） 

研究テーマ、リサーチクエスチョン、仮説等、検証方法を発表し見学者か

らの助言を得る。第 1 回探究提出日。少なくも 1 データでもいいので必

ず“自分で動いて集めた”データを披露する。 

９月１１・１８日 探究提出② 

  第 2 回探究提出日。夏休みの探究活動の成果報告をする。 

１０月２３日 中間発表会（探究提出③） 

スライド発表の形式で実施。普通科と合同。探究活動の進捗報告を実施。

見学者から助言を得る。第３回探究提出日。 

１１月２０日 探究提出④ 

第４回探究提出日。論文執筆に入る前の最終的な活動報告。 

１２月２５日 県探究活動生徒発表会 

県内複数校が集まって行う発表会。理数科に相乗りさせてもらう形で実

施。希望者を見学に引率。中間発表で優秀な生徒を発表者として出展。 
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3 月１６日 ポスター発表会 

普通科、理数科と合同（スケジュール次第では理数科と合同）。 

3 月３０日 論文提出 

1 年次は 8000 字、2 年次は 18000 字（3 年次 1 学期終わりまで）。

字数は相当のため、資料を十分用意すればよい。 

 

３． 探究指導について 

 探究活動の指導では教員も知らないことを指導する場面がほとんど（９９．９％）です。

そのため、「一緒に考える（のを楽しむ）」「探究の進捗・スケジュールを管理する」指導を

行っていただきたいと考えております。 

 特に、探究の進捗についてですが、授業内の活動のみで探究を行うことは絶対不可能です。

そのため、生徒の個々人の放課後や休みの日の時間で探究を進める必要があります。これを

生徒に任せっぱなしにしていると、最終的に動き出しが遅い（全く動いていない）というこ

とになり論文が書けません。先生方から「いつやる予定？」「このままで提出日に間に合う？」

など声がけしていただきたいと思います。 

 ただ、学年横断ゼミの形の目的の一つとして上級生が自身の失敗の経験から助言するこ

とがあります。そのため、まずは上級生にアドバイスをするよう仕向けてもらえればと思い

ます。 

 また、ゼミの運営は基本的には先生方の裁量で運営していただきます。ですが、毎回平林

から各回のゼミの運営の一案を上げさせていただきますのでそちらを利用いただいても結

構です。 
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指導案及び配布資料 

4 月 17 日 KC 案 

一貫生担副の先生方、今年度探究活動（Kawaguchi Cupola project 通称 KC）をよろし

くお願いします。毎回以下のような資料を作成し、先生方にお配りします。御目通しいただ

き、不明点等は平林までお願いいたします。今後の流れについて説明する場を設けたいと

思っております。4 月の中旬ごろ先生方にお声がけいたしますので、その際はご参集くだ

さい。 

・直近の予定 

日付 時

間 

1 年次 2 年次 場所 担当 

4 月 17 日

(木) 

6

限 

総探オリエンテーション・ 

〇〇の知らない世界 

大ホール  

4 月 24 日

(木) 

6

限 

問いを立てる 

とは？ 

科目選択説明会 小ホール  

（お茶大） 

5 月 1 日

(木) 

6

限 

問いを立てる①・個人活動・ゼミ紹介 大ホール  

ゼミ担当者 

5 月 8 日

(木) 

6

限 

問いを立てる②・学年縦断グループ活動 HR 教室＋

20 系 

 

ゼミ担当者 

・今回の活動 

０．KC クラスルームの説明 

１．オリエンテーション 

２．（時間があれば）自分だけが知っているだろう話をしてみよう！ 

「〇〇しか知らない世界」 

＜目的＞ 

１．「なぜ探究活動をするのか？」「どんな資質・能力を伸ばしてほしいのか？」「どんな活

動を期待しているのか？」を全体で確認する。（後日配布するオリエンテーション資料をご

覧ください。） 

２．探究活動のイメージをつかませたい。テレビ番組はイメージをつかみやすい？「マツコ

の知らない世界」「私のバカせまい史」は個人による探究活動の披露になっている。 

・生徒持ち物 

PC、フラットファイル（注文済み、届いていなければ不要）、学びの技（教科書） 

↑いつも準備してほしい 

・事前準備 

説明資料 

KC 予定表 
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説明資料 

  

  

  

  

  

R7年                        

 年 の進め方に いて

 年 の  

動き    か たから
データ   分

自分の考 の  け 
なに ない

  くて う うに
進める と  きない

  なテー   体 
に を    いか
イ ージ きない

 年 の  

動き    か たから
データ   分

自分の考 の  け 
なに ない

  くて う うに
進める と  きない

  なテー   体 
に を    いか
イ ージ きない

 年 からの   み

「探究提出 」と  
年間  の 定  た  日に       ータを  

 て らい   

「      ータ」と   
 をかいて集めたデータは べて      ータ 
う くいかなか たデータ       ータ 

 明  ている          方  行うなら   

探
究
提
出
 
を
設
定
し
 
 

オリジナルデータをとるための方法 

  ・  
  ールド
 ーク

インタ  ー
調査

  ター調査
（体 調査）

  ント調査

データ数 のアン ート   試行 数1 の       の     

   動 出して しい 

  は 学期

 て  の 間は・・・ 〇〇の知らない世界

  ら 探究活動 の の 

  き から  面 いから 調べて く て 体  て  論を    
  に   自分 けの   自分 けの   準を  
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4 月２４日 KC 案 

・直近の予定 

日付 時

間 

1 年次 2 年次 場所 担当 

4 月 24 日

(木) 

6

限 

問いを立てる 

とは？ 

科目選択説明会 小ホール  

（お茶大） 

5 月 1 日

(木) 

6

限 

問いを立てる①・個人活動・ゼミ紹介 大ホール  

ゼミ担当者 

5 月 8 日

(木) 

6

限 

問いを立てる②・学年縦断グループ活動 HR 教 室

＋20 系 

 

ゼミ担当者 

5 月 15 日

(木) 

6

限 

仮ゼミ①テーマ設定・先行研究調べ HR 教 室

＋20 系 

 

ゼミ担当者 

・今回の活動 

お茶の水女子大学・植竹先生より「探究活動とは？」「問いを立てるとは？」についてご講

演いただく。 

＜目的＞ 

探究活動の意義や面白さはなかなか生徒に理解してもらいにくい。（やってみて楽しむのが

一番いいが）実際に研究に取り組んでいる研究者（研究を楽しんでいる人）からの話を聞く

ことで探究活動の意義を理解し、モチベーションを高める。 

 

・生徒持ち物 

PC、フラットファイル（注文済み、届いていなければ不要）、学びの技（1 年次分を書店に

注文します。） 

 

・事前準備 

会場確保 

当日は理数科オリエンテーションで小ホールを一日予約されていますが、6 限は利用可能。

理数科生徒の荷物の移動等についての細かい動きは現在調整中。 

 

・補足 

ゼミの担当教員紹介用の資料作成のため下記ファイルに見本に従って簡単に紹介文をご入

力ください。 

デスクトップ＞教職員授業共有＞全日制共有＞一貫生＞R7 ゼミ担当教員紹介.pptx 

お忙しいところ恐縮ですが、4 月 30 日までの入力をお願いいたします。 

 

不明点等ありましたらお気軽にお声がけください。 
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5 月 1 日 KC 案 

・直近の予定 

日付 時間 1 年次 2 年次 場所 担当 

5 月 1 日

(木) 

6 

限 

問いを立てる①・個人活動・ゼミ紹介 大ホール  

ゼミ担当 

5 月 8 日

(木) 

6 

限 

問いを立てる②・学年縦断グループ活動 HR 教室 

＋20 系 

 

ゼミ担当 

5 月 15 日

(木) 

6 

限 

仮ゼミ①テーマ設定・先行研究調べ HR 教室 

＋20 系 

 

ゼミ担当 

5 月 22 日

(木) 

 中間考査   

 

5 月 29 日

(木) 

5/6

限 

進路読み合わせ   

 

・今回の活動 

① 良い問いとは？（１５分） 

② 個人活動「探究の種を探してみよう」（テーマ設定 WS ①個人活動）（３０分） 

③ ゼミ紹介（資料配布） 

＜目的＞ 

① １年間の探究に耐えうる問いを立てられるように必要な視点を整理して講義 

② 個人での探究活動に重きを置く KC において、テーマ設定に個人活動の時間は不可欠。

WS を利用して探究テーマの種を探させる。また、種からテーマ・RQ の設定のための

サポートを行う。 

③ ゼミの紹介。選び方については次回説明を予定。 

・生徒持ち物 

PC、フラットファイル（注文済み、届いていなければ不要）、学びの技（1 年次分を書店に

注文します。） 

・事前準備 

発表資料（平林） 作成済み。教職員授業共有の一貫生のところに格納。 

テーマ設定 WS①個人活動 見本を机上に配布。ご覧ください。 

ゼミ紹介（平林） 

・補足 

ゼミ担当教員紹介用の資料作成のため下記ファイルに簡単に紹介文をご入力ください。 

デスクトップ＞教職員授業共有＞全日制共有＞一貫生＞R7 ゼミ担当教員紹介.pptx 

お忙しいところ恐縮ですが、4 月 30 日までの入力をお願いいたします。 

不明点等ありましたら平林までお気軽にお声がけください。 
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発表資料 
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 人なら  理 査

  理 査
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R7 テーマ設定 WS ①個人活動 

   年   組   番 氏名           

活動１ 

・「良い問いとは？」を聞き、「良い問い」の条件を挙げよう。 

・それぞれについて 1 分でまとめよう。 

 

 

 

 

 

 

活動２ 

・あなたが興味関心のあること、「やりたい」と思えることをできるだけ書き出そう。 

・書き出したものに順位をつけよう。 

 

興味関心のあること・「やりたい」こと 順位 
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活動３ 

・順位 1 位の内容について以下の表１を参考に探究テーマを考えよう。（３つ） 

・順位 2 位の内容について以下の表１を参考に探究テーマを考えよう。（３つ） 

 

表 1-1  「地球温暖化」を例とした論題の見つけ方（小泉治彦(2022)） 

観点 質問 観点 質問 

信憑性 本当に？ 方法 どうやって？ 

定義 どういう意味？ 因果 なぜ？ 

時間 いつからいつまで？ 比較 他ではどうか？ 

空間 どこで？ 特殊化 これについては？ 

主体 誰？ 一般化 これだけか？ 

経緯 いかにして？ 限定 すべてそうなのか？ 

様態 どのように？ 当為 どうすべきか？ 

 

順位 1 位についてテーマ① 

 

例）順位 1 位ラジオ→観点：信憑性・質問：本当に？ なら… 

「radiko が本当にラジオ聴取の文化を変えたのか？」 

   「オールナイトニッポンは本当に若者に支持されているのか？」 

順位 1 位についてテーマ① 

 

 

 

順位 1 位についてテーマ② 

 

 

 

順位 1 位についてテーマ③ 
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順位２位についてテーマ① 

 

 

 

順位２位についてテーマ② 

 

 

 

順位２位についてテーマ③ 

 

 

 

 

 

活動４ 

・現時点での仮テーマを考えよう。 
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ゼミ紹介 

  

   

   

    

    

          

    

 教 数学

   の る  

数学（  ・トポロジー）

ラジオ・バラエテ   

（   るラジオ文 と  タイ に いて       ）

  れ  に見 探究   を    の

 アンパン ングミR  の世界  を目  

 オ ラートの      に いて  

   ン キ リに ける数 の     と 期   

   
 教科  理  （    理）

   に  を  た分 

   スポー （  ）      動生        

     を  ている 

    （         ） スポー の      

 方への      発    の    

   ている 

時間    い    に け     い  

〇  き  ないを らなく   の     め に    う 

     

 教    

     の    ・  

     の  の     

 課題探究に いて   い と

   に  る 究を進  い 合    ス  

 実    を     と      の る ータ   

れる     と   に 究を進 てい  と

     と・  の る と   究テーマを  て    

     

 教   

   断    い の ス ー ード 料理 読書 育 

   の る  

  （  教育法   文学）

     （         の  から）

行動  学

     ・・・

研究 る   に 本  向かう   を   き  と い
   みな  の   に期  てい   

   

・教科   科（  ・  ・ 理）
・  の る学問分 

 学・ 理学・ 理学・  学・  学

・学生  の研究・論文
   の ラ ロ  キリを く     （小  小 夏）
 なぜ 知県に大都 はないのか？ （ 校2年生の冬）

・探究活動に いて
   な問い を先行研究  体  ていく
行き      て 問いの   を変 てみる
  に行き      う 

    

・教   （ 理   小・中学校の     て  ）

・  の  

教育学・  学・ 知科学

 育て・料理・旅行・ドラ 

・  料理・ラグ ー・   資

・  に いて

  分    教育 日本 スポー 生活

探究は 体 な  と  の   を る理論の     

たく  の先行研究に   自分の 考を に    う 

    

 教科   

  きな と ア  ・         み  旅行

 大学 学  いた と

〇  学

〇   （  ・  の変    の発     な ）

       る と

〇  の教授法

〇  の  

 ゼミに いて

   の きな と・  の る とを     に き めてい
けたらいいなと い   

    

        

       

      I                

                             

        

                                                     
                                                      
                        

    

      日本   文 学         ・文 研究                

  大学大学 人文 会系研究科  課 修 

      る と 文   学( に     に いて)

     を      文系    

人文系  会科学(法      会学)   系 文系にと  ら 
分  断                   な  の る人 調べる と  き

              

  さ の「 」に   い  し  
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 教科    

    る と   教育    ーロッパ   イスラ  

 べ （ ー   ョ レート）

バレエのための体作 

 ゼミ  自分の考 を  に表 ていく と 考 は 

       を  み   う 

    

 教科 理科

   分 分析 学・科学教育学・探究学   法

   の る分 合成 学・ 料 学・ 学・ 学・  科学・
発生生 学・   学・   学・      
 学・  学・   学  
ライ  ークと て 科学       小中学
生向けの科学教室を  てい  

 ゼミに いて  な   ろう  う てかな 調べてみ う 
試 てみ う の イクルを ン ン  て 科
学の       を  に体     う 
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5 月８日 KC 案 

・直近の予定 

日付 時間 1 年次 2 年次 場所 担当 

5 月 8 日(木) 6 

限 

問いを立てる②・学年縦断グループ活動 HR 教室＋

20 系 

 

ゼミ担当 

5 月 15 日(木) 6 

限 

仮ゼミ①テーマ設定・先行研究調べ HR 教室＋

20 系 

 

ゼミ担当 

5 月 22 日(木)  中間考査   

5 月 29 日(木) 5/6

限 

進路読み合わせ   

 

６月５日(木) 6 

限 

仮ゼミ②テーマ設定・発表準備 HR 教室＋

20 系 

 

ゼミ担当 

・今回の活動 

① テーマ設定・グループ討論（35 分） 

出席番号で生徒を活動場所へ割り振る。同じ出席番号の 4 人で集合、テーマ設定ワーク

シートに従って作業を進める。2 年生は議論のファシリテーターの役割を意識させる。

（具体的な手順、指示は以下に一例を示します。が、各教室の先生方の裁量で実施して

ください。） 

② ゼミ振り分けアンケート（5 分） 

③ 探究提出日についての説明（5 分） 

＜目的＞ 

① テーマ設定を進める。前回の個人での活動を踏まえて 1、2 年生でテーマについて議論

する。特に 2 年生は 1 年生のテーマについて「できる」の部分の確認やアドバイスを

するように指示する。前回のプリントが埋まっているかを確認し、各自の時間で探究を

進める必要があることを改めて全体に認識させたい。 

② ゼミ振り分けアンケートについての資料確認。締め切りまでに入力するように指示して

ください。 

③ 探究提出日に提出するレポートの様式を提示してください。 

・生徒持ち物 

PC、フラットファイル（注文済み、届いていなければ不要） 

学びの技（1 年次分を書店に注文予定。事務室確認中。もう少しお待ちください。） 

・事前準備 

教室割り振り（平林） クラスルームに配信。 

テーマ設定 WS ②異学年共同活動  見本を机上に配布。ご覧ください。 

ゼミ割り振りアンケートについて フォームで用意し、先生方に共有。 

探究提出日様式見本 実際の提出はデータで実施。 
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・補足 

各活動場所の担当（生徒への指示出しを行っていいただきます）は副担任の先生方を中心

にお願いします。担任の先生方は各教室を見ながら生徒の活動に声がけを行ってください。

クラスルームでも生徒に流しますが、プリントは当日の朝までにクラスボックスに入れて

おきます。また、机の移動がしやすいようにリュック等の荷物はロッカールームに移動する

よう指示していただくとスムーズかと思います。 

・テーマ設定・グループ討論（35 分） 活動例 

① 自己紹介・机移動（3 分） 

この間に、欠席者の多いグループを解体し、1 グループあたり 4～5 名になるように

調整する。2 年生が 1 人だけにならないようにする。 

教室内の机の配置は 4 人組の向かい合わせにさせます。（→のイメージです） 

② 活動内容の確認（3 分） 

WS の活動例１-①、②、③の手順で進めることを生徒と確認する。 

まずは前回の WS を確認して最もやりたいと思っているテーマをテーマ①の欄に記

入させる。 

③ 活動１-①（5 分） 

個人で活動 1-①の例に従って WS の記入を進める。 

④ 活動１-②（10 分） 

グループ内で WS の内容について議論。 

1，2 年生でペアないし 3 人組を作り、まず 2 年生が自分の WS の内容を共有する。 

次に 1 年生が WS の共有し、見本に従ってお互いに「できる」「意義がある」ものに

なっているかを意見しあう。「意義がある」ことより「できる」の部分を確認させ、最

後に「意義がある」か確認する流れを周知する。 

⑤ 活動１-②（10 分）をメンバーを変えて実施する。 

⑥ 活動１-③（4 分） 

最終的な書き込みをさせる。ここで終わらないのも当然であり、自分の時間で次回ま

でに取り組んでおくことを指示。 

上記④⑤の際に先生方には、以下のような声がけをお願いします。 

⚫ 「6 月 19日のテーマ発表会までに 1 データでもオリジナルデータが取れそうか？」 

⚫ 「調べ学習になっていないか？」「あなたのオリジナルな工夫の部分はどこになる

の？」など 

不明点等ありましたら平林までお気軽にお声がけください。 
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R7 テーマ設定 WS ②グループ活動 

   年   組   番 氏名           

活動０ 

自分のグループのメンバーと簡単な自己紹介。 

欠席者が多いところは教室の先生の指示に従ってグループを組みなおしましょう。 

 

活動１ 

前回のワークシートから「問い」を立てよう。ここでの「問い」は今年度で解決したいこ

と（リサーチクエスチョンなどとも呼ぶ）で、今年 1 年間の探究の 10 歩 20 歩先で自分

のテーマが解決できれば OK！自分たちで「できる」問いになっているかを考察しよう。 

「興味関心のあること・やりたいこと」（例：ラジオ） 

↓ 

探究テーマ・大まかな方向性 

（例：「radiko は本当にラジオリスナーの間口を広げたか？」） 

↓ 

問い・今年度解決したいこと（リサーチクエスチョン・RQ） 

「できる」ものになっている？根拠のめどは？ 

（例：「高校生でラジオを日常的に聴く人がどんなきっかけで聴き始めたのか？」） 

 

例 活動１-① まずはここまで埋めてみよう！ 

テーマ① radiko は本当にラジオリスナーの間口を広げたか？ 

仮説・結論の予想 ラジオは元々芸能人が長時間の会話の中でプライベートが垣間見え

る良さがあった。ここに、切り抜き動画の普及によってインパクト

のある部分を聞くために radiko のタイムフリー機能を活用してラ

ジオを聞き始める人が多い。 

結論の予想：radiko ではなく切り抜き動画が間口を広げた 

仮説を検証するた

めに考えられえる

オリジナルデータ 

「ラジオの良さはプライベート感」の検証 

① ラジオを日常的に聴く人へアンケートやインタビュー 

② 聴取率をもとに人気の番組が上記の要素が多いか分類 

「ラジオリスナーは切り抜き動画を入り口にしている」の検証 

① ラジオを日常的に聴く人へアンケートやインタビュー 

② radiko が収集している利用のきっかけの情報を企業に聞く 

「切り抜き動画から radiko に流れている」の検証 

① ？？ 

意義はある？  

仮の「問い」  
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例 活動１-② グループで議論して「問い」を立ててみよう！ 

テーマ① radiko は本当にラジオリスナーの間口を広げたか？ 

仮説・結論の予想 ラジオは元々芸能人が長時間の会話の中でプライベートが垣間見え

る良さがあった。ここに、切り抜き動画の普及によってインパクト

のある部分を聞くために radiko のタイムフリー機能を活用してラ

ジオを聞き始める人が多い。 

結論の予想：radiko ではなく切り抜き動画が間口を広げた 

仮説を検証するた

めに考えられえる

オリジナルデータ 

「ラジオの良さはプライベート感」の検証 

① ラジオを日常的に聴く人へアンケートやインタビュー 

② 聴取率をもとに人気の番組が上記の要素が多いか分類 

「ラジオリスナーは切り抜き動画を入り口にしている」の検証 

① ラジオを日常的に聴く人へアンケートやインタビュー 

② radiko が収集している利用のきっかけの情報を企業に聞く 

「切り抜き動画から radiko に流れている」の検証 

① ？？ 

意義はある？  

仮の「問い」  

 

例 活動１-③ 仮の「問い」を立てよう！ 

テーマ① radiko で本当にラジオリスナーの間口を広げるには？ 

仮説・結論の予想 インパクトのある部分を聞くために radiko のタイムフリー機能を

活用してラジオを聞き始める人が多い。 

結論の予想：radiko の認知度を上げる必要がある 

切り抜き動画などのインパクトのある部分の宣伝 

仮説を検証するた

めに考えられえる

オリジナルデータ 

「radiko の認知度」の検証 

① 高校生を対象にアンケートやインタビュー 

② 高校生の視聴者の多い人気の番組のアピールポイントを整理 

「ラジオリスナーは切り抜き動画を入り口にしている」の検証 

① ラジオを日常的に聴く人へアンケートやインタビュー 

② radiko が収集している利用のきっかけの情報を企業に聞く 

「切り抜き動画から radiko に誘導できるか」の検証 

① アプリの認知の有無で検証をしてみる 

② 違法の切り抜きの周知の効果検証 

意義はある？ 若いラジオリスナーの獲得ができる 

仮の「問い」 radiko を利用したラジオリスナーの新規獲得の方策とは？ 

どんな意義がある？ 

対象者は集まる？ 

時間帯ごとに人気の

要素変わる？ 

企業は情報くれる？ 

どうしても思いつかなければ

「？？？」→相談してみよう 
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活動１ 

テーマ① 

 

 

仮説・結論の予想 

 

 

 

 

 

仮説を検証するた

めに考えられえる

オリジナルデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意義はある？  

 

 

 

 

 

 

仮の「問い」  
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活動１ 

テーマ① 

 

 

仮説・結論の予想 

 

 

 

 

 

仮説を検証するた

めに考えられえる

オリジナルデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意義はある？  

 

 

 

 

 

 

仮の「問い」  
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ゼミ割り振りアンケート 
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第 1 回探究活動レポート 

   年   組   番 氏名          

 

０．現在の（大きな）テーマ 

 

１．今年度のリサーチクエスチョン（1 年間で解決したい問い） 

 

２．検証の方法 

実際に行った検証方法のエッセンスを述べる。 

Point この方法で１．の疑問点に答えられるか？ 

 

３．結果 

結果は生データをグラフや表にまとめて載せる。制作物や取材した内容、写真などは整理

して添付する。 

 

４．考察 

検証からわかったこと、わからなかったこと、失敗した要因を述べる。 

Point この方法で１．の疑問点に答えられるか？ 

 

５．今後の予定 

次回探究提出日までの探究計画を述べる。 

Point この方法で１．の疑問点に答えられるか？ 

 

６．議論したいこと・課題点 

検証を進めるうえで困っていることなど述べる。 

Point 悩んでいることやうまくいっていないことは積極的に披露し、アドバイスをもらう 
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第 1 回探究活動レポート（記入例） 

 ０ 年 ０ 組 ０ 番 氏名 毛石井 好男  

 

０． 現在の（大きな）テーマ 

 

ラジオ好きを増やしたい！ 

 

１．今年度のリサーチクエスチョン（1 年間で解決したい問い） 

 

radiko アプリを利用したラジオリスナーの新規獲得の方策とは？ 

 

２．検証の方法 

実際に行った検証方法のエッセンスを述べる。 

Point この方法で１．の疑問点に答えられるか？ 

 

自分自身の周囲での radiko アプリの認知度の確認のためアンケートを実施。 

認知度が十分であればリスナー獲得の方策を、不十分であればラジオ番組を聞くことその

ものから訴求する必要があるため１．のために調査が必要。 

 

３．結果 

結果は生データをグラフや表にまとめて載せる。制作物や取材した内容、写真などは整理

して添付する。 

 

アンケートは forms を利用して実施した。対象は同一ゼミの生徒 15 名＋先生方 10 名 

設問項目は以下の通り。 

①… 

②… 

… 

結果は以下の通り 

（表やグラフを載せる） 

 

４．考察 

検証からわかったこと、わからなかったこと、失敗した要因を述べる。 

Point この方法で１．の疑問点に答えられるか？ 

 

高校生の認知度はある程度高いことが確認できたが、利用の経験の有無や何をきっかけに
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知ったのかなど詳細がわからなかった。（設問の設定に失敗。） 

先生方は自由記述欄でラジオ自体はよく聞くが車の中で聴いていることがほとんどという

先生方が 5 名いた。 

 

５．今後の予定 

次回探究提出日までの探究計画を述べる。 

Point この方法で１．の疑問点に答えられるか？ 

 

① アンケートの再実施。設問項目を再度考え直す。また、高校生と大人とでは時間や道

具に差が大きいと考えられるので対象を高校生に絞る。 

② … 

… 

 

６．議論したいこと・課題点 

検証を進めるうえで困っていることなど述べる。 

Point 悩んでいることやうまくいっていないことは積極的に披露し、アドバイスをもらう 

 

ラジオ聴取の現状やきっかけの確認までは見通しが立つが、その先をどのように進めてい

くかが不透明な部分有。 

高校生の限られた自由な時間の中でラジオが選択肢に入るようにする工夫を考える。 
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5 月１５日 KC 案 

・直近の予定 

日付 時間 1 年次 2 年次 場所 担当 

5 月 15 日

(木) 

6 

限 

仮ゼミ①テーマ設定・先行研究調べ HR 教室 

＋20 系 

 

ゼミ担当 

5 月 22 日

(木) 

 中間考査   

5 月 29 日

(木) 

5/6

限 

進路読み合わせ   

 

６月５日(木) 6 

限 

仮ゼミ②テーマ設定・発表準備 HR 教 室

＋20 系 

 

ゼミ担当 

６月 12 日

(木) 

6 

限 

クラス別活動 

発表準備 

OC 資料説明会 HR 教室 1 年次 

担副 

・今回の活動 

① テーマ設定 WS③「大きなテーマ・小さな問い」 

② 探究活動提出のリマインド（クラスルーム＞授業＞資料） 

③ ゼミ移動について連絡（クラスルーム） 

＜目的＞ 

① ・前回の活動の様子から多くの生徒が大きなテーマから「できる」問い（小さな問い）

への落とし込みがうまくいっていない様子。特に「意義がある」の部分に引っかかり、

大きな問いになってしまっている。「意義がある」は今年の問いの 10 歩 20 歩先には

どんな意義があるか？が言えればいいという点の強調をしつつ、小さな問いへの落とし

込みを WS を利用して進める。 

・ファシリテーションの視点を持たせる。探究の議論はほめるだけではだめ、ダメだし

するだけでもだめ、相手から引き出すような質問がベスト（これが難しい）。「なぜなぜ」

を繰り返させる。 

＜問いを小さくすることが目的です！WS はうまく使っていただき、先生方の裁量で進

めていただいて結構です！！今回もゼミ活動の一例を以下に提示します！＞ 

・生徒持ち物 

PC、フラットファイル（注文済み、届いていなければ不要） 

学びの技（1 年分を書店に注文予定。事務室確認事項があるのでもう少しお待ちください） 

・事前準備 

WS 作成・印刷 前回同様前日にクラスボックスに準備。係から配布お願いします。 

ＷＳ活動部分のみ刷り増し 活動部分のみ印刷したものをクラスボックスへ。 

ゼミ分け クラスルームに送信。 
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・補足 

今回のゼミは仮ですが、移動は最小限にしたいと考えています。教員打ち合わせでもお伝

えしましたが、生徒のテーマはどんどん変わっていきますので、テーマが先生方の専門では

ないものもご指導いただく形になります。ゼミ移動については、①テーマ・問いが近しい生

徒が他のゼミにいる場合。②テーマ・問いが他の教員の専門性に近しい場合。の 2 パター

ンの場合に行いたいと思います。①の判断はテーマ発表会で行ってください。②については

まず平林にご相談ください。なお、実験を伴う探究テーマについては理科教員が 2 名のみ

のため、全員を理科教員に着けることが困難な場合があることをご了承ください。 

また、探究はグループでの探究・データ収集を認めたいと考えています。一方で他人のア

イデアに乗っかるのみで主体的な行動が引き起こせない状況になることを危惧しています。 

そこで、お手数ですがグループでの探究活動についてはゼミの教員への相談を必須とし、各

種提出物は合作で構わないが、各自の担当領域を明確にすることを生徒へご説明いただけ

ればと思います。（この説明はテーマ発表会後に生徒へ全体連絡として行います。） 

・テーマ設定 WS③「大きなテーマ・小さな問い」 活動例 

① ゼミ内での自己紹介（一人 20 秒、7 分） 

名前と現在のテーマ・問いを順番に話させる（手短に）。この後グループ分けすると

きに近しい興味の人が同じグループになれるようにするためと事前に説明する。 

② グループ分け（3 分） 

自己紹介をもとに生徒を 3 から 4 つのグループへ分ける。近しいテーマ・問いの生

徒は固まるように指示する。机の配置は前回同様給食の 4 人組くらいにする。 

③ ＷＳ説明（3 分） 

活動１、今日の Point！を各グループで出席番号が一番若い人が読み上げる。 

④ ＷＳに取り組む（20 分） 

例を参考に埋めてみるように指示。行き詰ったらすぐにグループの生徒に相談してＯ

Ｋ！と伝える 

⑤ 意見交流１（5 分） 

同学年間でＷＳを交換し、相手のＷＳを読む。その後相手の問いにアドバイスを送る。 

この時必ず「ほめるだけはダメ、ダメだしだけはダメ、求めているのは相手から気づ

きを引き出すようなアドバイス」と伝え、困ったらまず「なぜ？」を相手に説明させ

てみようと説明する。 

（目的は自分たちでは十分落とし込みができていると思っていても言語化で整理す

ることで、より小さな問いにできるようにすること） 

⑥ 意見交流２（5 分） 

異学年でＷＳを交換し、上記と同じことを実施する。 

⑦ 連絡（2 分） 

探究提出のリマインドとゼミ移動についての連絡を行う 
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R7 テーマ設定 WS ③大きなテーマ・小さな問い 

 

   年   組   番 氏名           

活動１ 以下の例を参考に問いを立てよう。 

目標は「大きなテーマ」から実際に動き出す「小さな問い」を立てること。テーマを継続

する人も今年度の「問い」は新たに決定することになる。具体的に決めよう！ 

今日の Point！ 

⚫ 大きなテーマが「意義」にあたる。ここがはっきりしていれば今年度取り組む問いそ

のものは「意義」が薄くてもＯＫ 

⚫ 探究活動は「小さな問い」の検証の連続！ 

「小さな問い」→検証→結論→新しい「小さな問い」→検証→結論→… 

だから、問いは小さければ小さいほど良い。問いを解決したら、次の問いを立てる。

1 年間で複数の問いを解決する気持ちでとにかく小さな問いを心掛けよう。 

① 大きなテーマ 

（今年度の問いの 10 歩 20 歩

先で解決したいこと） 

 

② 問い 

（今年解決したい問い） 

 

 

③ 仮説・結論の予想 

（できるだけ沢山書き出す） 

 

 

 

 

 

④ それぞれの仮説・結論毎に

検証するためのオリジナル

データを書く 

 

 

 

 

 

⑤ 上の仮説・結論でまず検証

してみるものを書き出す 

 

⑥ 上で書いたものにちょうど

対応する問いを書く 

（これが「小さな問い」！！） 

 

⑦ 「問い」の先行研究は？ 

（検索してみよう！これを踏ま

えて③に戻って考える） 
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③～⑦を何度も何度も繰り返して考えてみる！ 

先行研究の調べ方は別添の資料を参考にしよう！ 

6 月 19 日のテーマ発表会までに動き出さなければいけません！ 

例 

① 大きなテーマ 

（今年度の問いの 10 歩 20 歩

先で解決したいこと） 

ラジオリスナーを増やして自分が好きなコンテンツ

がなくならないようにしたい！！ 

② 問い 

（今年解決したい問い） 

Radiko を利用したラジオリスナーの新規獲得の方策

とは？ 

③ 仮説・結論の予想 

（できるだけ沢山書き出す） 

(1)アプリ自体の認知度の向上 

(2)インパクトのある切り抜き広告（公式） 

(3)切り抜き動画からの誘導 

… 

 

④ それぞれの仮説・結論毎に

検証するためのオリジナル

データを書く 

(1) 現状の認知度の確認のためのアンケート 

休息時間の過ごし方の外部からの影響アンケート 

高校生への PR を実際にしてみる 

（1 週間程度追跡調査） 

… 

⑤ 上の仮説・結論でまず検証

してみるものを書き出す 

(1)は早速動き出せそう！！ 

⑥ 上で書いたものにちょうど

対応する問いを書く 

（これが「小さな問い」！！） 

radiko アプリの認知度上昇のための方策を考える。 

⑦ 「問い」の先行研究は？ 

（検索してみよう！これを踏ま

えて③に戻って考える） 

いろいろな web サイトが出てくるが… 

企業は検証しているはずだが、公表しない 

「高校生」と絞ることでオリジナリティ出る？？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

テーマ設定は簡単ではない！ 

動いてみないとわからないこともたくさんある！！ 

もっと小さくできるかも？？ 

③に戻って考え直す 
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① 大きなテーマ 

（今年度の問いの 10 歩 20 歩

先で解決したいこと） 

 

 

 

 

② 問い 

（今年解決したい問い） 

 

 

 

 

③ 仮説・結論の予想 

（できるだけ沢山書き出す） 

 

 

 

 

 

 

 

④ それぞれの仮説・結論毎に

検証するためのオリジナル

データを書く 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 上の仮説・結論でまず検証

してみるものを書き出す 

 

 

 

 

⑥ 上で書いたものにちょうど

対応する問いを書く 

（これが「小さな問い」！！） 

 

 

 

 

 

⑦ 「問い」の先行研究は？ 

（検索してみよう！これを踏ま

えて③に戻って考える） 
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6 月１2 日 KC 案 

・直近の予定 

日付 時間 1 年次 2 年次 場所 担当 

6 月１2 日(木) 6 

限 

クラス別活動 

発表準備  

OC 説明会 HR 教室 

 

1 年次担副 

6 月１9 日(木) 6 

限 

テーマ発表会・探究活動提出日 調整中  

6 月 26 日(木) 6 

限 

テーマ発表会 調整中  

７月 3 日(木) 6 

限 

期末考査   

7 月 10 日(木) 6 

限 

夏休みに向けて HR 教室 

＋20 系 

ゼミ担当者 

・今回の活動 

① テーマ発表会資料作成（＋探究活動レポート作成） 

 

＜目的＞ 

① 次週へ向けて準備を進めます。探究活動提出のレポートと並行して作業すれば負担は少

ないと考えています。ただし、オリジナルデータが取れていない、取れる見込みがなさ

そうな生徒に対しては残りの期間でできることを確認してあげてください。無理やり本

筋と外れたデータをとるよりは計画だけでも良いからレポートを書き進めるようにご

指導いただくのが良いかと思います。その際に、次回以降は計画的にデータを集めない

といけない旨を本人と確認してください。 

 

・生徒持ち物 

PC、フラットファイル、学びの技（1 年次分到着しました。HR にてご配布ください。教

員用も机上に配布します。年度末に回収しますので保管の方お願いします。） 

 

・事前準備 

発表会要項 クラスルームに送ります 

発表会スライド見本 同上 
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・補足 

① 活動は各自作業になります。HR 単位での活動としたいと思いますのでご了承くださ

い。 

② アンケートやインタビューについては、ゼミ内や校内での実施についてはゼミ担当者

によるチェックでの実施としたいと思います。それ以外の外部の協力者へ依頼する場

合には倫理審査を実施します。倫理審査については定められた様式に従うこととし、様

式はクラスルームにアップします。 

③ 教員向けに記入例を以下に格納してあります。ご覧ください。 

「教職員授業共有＞全日制共有＞一貫生＞KC_R6 資料＞4_倫理審査申請書.pdf」 

④ 2 年次生の優秀論文集を発行予定。生徒分は学年費より支出。教員分は事務室より支

出。併せて、昨年度の論文を google ドライブに格納するように指示しています。特に、

1 年次生は困ったときの参考にしてください。 
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KC 中間発表会について 

 

年度当初予定から以下のように変更することを提案する。 

＜当初＞6 月 19 日（木）6 限・小中アリーナにて実施 

＜提案＞6 月 19 日（木）6 限＋6 月 26 日（木）6 限の 2 日に分けての実施 

可搬ディスプレイの利用可能台数が十分であれば小中アリーナにて実施。十分な

台数が確保できなければ、20 系教室や各ＨＲ教室も利用しての分散実施とする。 

 

提案理由：生徒全員に発表の機会を与えることに加えて、より多く互いの発表を聞く機会を

設けたい。そのために 2 日間での実施としたい。 

 

発表形式 

・パワーポイントまたは PDF によるスライド発表 

(発表媒体はディスプレイモニター＋各教室備え付けプロジェクター) 

・必須項目は 

① 大きなテーマ 

② 今年度解決する問い（リサーチクエスチョン） 

③ 現在考えられる検証手法 

④ ここまでで集めたオリジナルデータの取集方法 

⑤ オリジナルデータ 

⑥ 現在困っていること 

の 6 点とする。スライドの準備期間が短いことからデザインにはこだわらず、中身と聴衆

からの見やすさを重視するようにしてほしい。なお、スライドの見本についてクラスルーム

にて生徒に提示する予定。 

 

以上提案です。急で申し訳ありませんがご意見いただければと思います。 
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発表会スライド見本 

   

   

   

  

  

              

           

 年      

      

ラジオリスナーを   て自分の きな ンテン を

  たい 

  テ  の  化
       ー ス
な  体の    
  い ンテン  

続 

    テ  の  
限ら た  分 間の
 い合いの  

  テ  の生   
    ンの  手法
   タイ 方法の
      

          

  テ  の生   
    ンの  手法
   タイ 方法の
      

 さ 問い（  ）
 校生に      アプリを

インストール て らう方法
を考 る

  な    きる 
 ろうか

         

     のためのアン ート調査   て    

      を知 ているか？インストール ているか？

ラジオを いた   ラジオ のイ ージな 

 休  間の   方に ける  からの  に いて

アン ート＋  （ポスター・  ミ・キャン ーン）

             

 アン ート調査

 ラジオを   く  に いての  
       アプリに いての 知 ・    の  

目 

ゼミ ンバー15 （ 校1・2年生）  

             

別 にて  アン ート 目

   学年 クラス  ールアドレスな の個人を 定
 る 報は収集 ない

個人 報に い
ての    

           

表  ラ   ータの  を    

  ての ータに いて   れ  提   れ  K

  に     る の け提  る

                   

   高 生のラ  の    として     と

・日  に く人は〇〇 と ない

・  の場面は 動中   中  い

   者からの   大きい？

・ きなアイドル タレントき かけ の    定数 

            に いて     と

・    インストール ている人は   

・日  に   ている人は ない

                   

   と     に いて

    ポスター  を  して  し   の  いの   
 して れる  に る  

 の     る  

   と  
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KC テーマ発表会 要項 

 

１．目的 

自身の興味関心に基づいて進めてきたテーマ設定について、異なるゼミの生徒や教員

に対して発表することを通じて、自身のアイデアをまとめ、探究過程の妥当性や独自性、

実現可能性について考えを深める。 

２．日時 

6 月 19 日（木）6 限 

6 月 26 日（木）6 限 

３．場所 

２０１・２０４・２０５・２０６・語学指導室・（小ホール） 

４．発表方法・様式 

パワーポイントまたは PDF によるスライド発表 

（発表媒体：ディスプレイボードまたは教室備え付けの wivia） 

スライドの内容については以下 6 点を入れること 

① 大きなテーマ 

② 今年度解決する問い（リサーチクエスチョン） 

③ 現在考えられる検証手法 

④ ここまでで集めたオリジナルデータの取集方法 

⑤ オリジナルデータ 

⑥ 現在困っていること 

５．当日スケジュール（19 日・26 日共通） 

時間 内容 担当 

8:00 （19 日のみ） 

探究活動レポート提出締め切り 

発表順・場所公開 

 

昼休み ディスプレイボードの移動 

各教室の掲示物用意 

（発表スケジュール・発表者・テーマ一覧） 

会場設営 

 

各クラス総探係＋α 

（計１０名・担任指名） 

5 限 最終チェック  

13:50 

（6 限開始） 

・各自自身の発表場所で集合 

・発表順名簿にて指示されている生徒が各

教室の司会として用意されているレジュメ

に沿って本日の流れの確認 

 

レジュメ用意 
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13:55～ 

（12 分） 

発表順①生徒発表 聴衆は自由移動 

名簿にて指定された生

徒がタイムキーパ― 

14:07～ 

（12 分） 

発表順②生徒発表 同上 

14:19～ 

（12 分） 

発表順③生徒発表 同上 

14:31～ 

（4 分） 

片付け 

（机・椅子復元、掲示物剥がす、レジュメ等

回収） 

全員 

 

６．分担 

部屋割り・予約： 

発表順リスト作成： 

司会進行レジュメ用意： 

コメント用付箋用意： 

プログラム作成： 

会場準備・撤収作業：手の空いている先生方ご協力ください。 

 

７．発表会にあたってのポイント 

① 発表者 

大きなテーマよりも小さな問いについての発表をするように心がけましょう。今年

度解決しようとしている問いと具体的な検証方法について、レポートのために集め

たデータをもとに話をしましょう。また、現時点で困っていることなどは積極的に

聴衆へ向けて逆質問をし、意見をもらいましょう。 

② 聴衆 

ただ聞くだけ、いいところをほめるだけにならないように集中して聞くようにしま

しょう。発表を聞いた後は付箋に①よかったこと②改善点③質問したいことの 3 点

を記入して発表者に渡してあげましょう。検証方法として発表者が挙げていること

が「できるもの」になっているかどうか？を意識しながら発表を聞いてみましょう。 
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テーマ発表会 RQ 一覧 

1 年 10 組（空欄は未入力者） 

テーマ 問い 所属ゼミ

コイントス ウィンブルドンでのコイントスを予測する 村田ゼミ

ヒットするドラマの条件とは 高校生はどのようなきっかけでドラマの視聴を始め、どのようなきっかけで視聴をやめるのか。 福部ゼミ

植物と音楽の関係性 音楽を聴かせることによる植物の育ちやすさの違いと、BPMによる育ち方の違い。 村田ゼミ

筋肉トレーニング どのようにしたら効率よく筋肉は付くのか 堀ゼミ

音楽、苗字、バレエ、宇宙  人気の音楽にはどのような特徴があるのか 福部ゼミ

音力発電 音力発電装置の開発と効率化 吉岡ゼミ

3DS・DSコンテンツの人気を復活させるには 3DS・DSコンテンツの人気について 福部ゼミ

インターネット上の暗号化通信による通信の秘密について SSH(Secure Shell)と暗号化なし通信(Telnet)と比較した場合の「盗聴時に読み取れる情報」の違いについて 平林ゼミ

野球、ソフトボール、食べ物 本当にファーボールのほうがヒットより点を入れる確率が高いのか 野田ゼミ

植物 何かしらの植物を観察した結果から、問いを見つける。　例）ツタの成長の観察 村田ゼミ

自転車の空気抵抗 自転車の種類による空気抵抗の違いは体感できるほど顕著に表れるのだろうか？ 野田ゼミ

カードゲーム、オートレース 大富豪のローカルルールがもたらす、次ゲームでの勝率の影響、オッズに応じたオートレースのコスパがいい買い方 平林ゼミ

心理学 ベストセラーと読書量の変化 矢野ゼミ

堀ゼミ

文学、心理学、文化比較 絵本やキャラクターを世界の国々と比べることで日本らしさを見つける 土田ゼミ

最強バレー選手へ どんな練習が最もよいか 丹ゼミ

怖いなどの心理について 怖いについて 丹ゼミ

堀ゼミ

筋電技術 低価格な筋電位センサーの作成とそれを活用した入力インタフェースの作成 吉岡ゼミ

バレーボール バレーボールの最強のサーブについての研究 野田ゼミ

地震対策 液状化に強い建造物の作り方 村田ゼミ

出席番号 最も指名されやすい出席番号は 平林ゼミ

洗濯 バスタオルを一番ふわふわにする方法 矢野ゼミ

ダンス ダンスの効果的な上達方法 鶴田ゼミ

コックピットに乗る人が二人から一人になる可能性について、乗客はどのように思っているのか 飛行機に乗ったことがある人がどのくらいいるのか 野田ゼミ

スポーツによる心の影響 どんなスポーツにも共通する個々への影響とはなにか 丹ゼミ

記憶力 顔 名前 エピソード どれが1番記憶に残っているか 柏原ゼミ

自販機 自販機の存在意義について迫る。 丹ゼミ

インスタグラムのいいね・閲覧をより多く獲得する方法 インスタの最強投稿 福部ゼミ

音楽 ハードロック、ジャズ音楽構造の特徴の比較(コード、コード進行) 福部ゼミ

スマホの与える人間への「依存性」について アプリと使用時間の傾向について 福部ゼミ

ゲーム文化、経済学 妖怪ウォッチはなぜ衰退していったのか 福部ゼミ

生物 猫は人の言葉を理解するか 平林ゼミ

アラームの効果を高めるためにはどうすればよいのか 睡眠・就寝時間とアラームの効果の関係性 矢野ゼミ

堀ゼミ

人体（構造、心理など）について 色の視覚への効果 村田ゼミ  



42 

 

1 年 1１組（空欄は未入力者） 

テーマ 問い 所属ゼミ

「お金をかけずに」ロードバイクを速くするポジションと工夫 ①「ブラケット内向き」は空気抵抗削減に本当に有効か？　 ②ビンディングペダルの固定力は速度と関係があるのか？ 野田ゼミ

睡眠 眠りの深さと夢の関係 矢野ゼミ

事故率0%（理論上）のプラレールのレイアウトを作りたい 最も事故が起きないレールは何なのか 堀ゼミ

睡眠 睡眠と運動時の体の変化 矢野ゼミ

視力 視力をよくするためには 村田ゼミ

猫 猫はどのくらい言葉を覚えられるか 吉岡ゼミ

資産が多い人の特徴 どのような人が資産を多く保有できるのか 平林ゼミ

天気 天気はどれくらい当たるのか 吉岡ゼミ

陸上、アニメ どんな選手が速くなるのか どんなアニメに人気が出るのか 丹ゼミ

何色が一番光を集めるのか、稲の成長、アロマオイルなど 何色が一番光を集めるのか、稲の成長、アロマオイルについてなど 吉岡ゼミ

野田ゼミ

鶴田ゼミ

役立てれば役立つトリビア 方向音痴を直す、手が疲れない文字の書き方など 土田ゼミ

音 音楽を聴くと本当に集中力が上がるのか? 柏原ゼミ

物価高対策 物価高に対する対策として一番有効な方法とは？ 丹ゼミ

早口言葉 発音しにくい日本語の共通点 野田ゼミ

鶴田ゼミ

経済・AI AIは保険に加入するのか 丹ゼミ

再生栽培 なぜ再生栽培が可能なのか 吉岡ゼミ

クソゲー クソゲーから学ぶ神ゲーについて 福部ゼミ

美術 なぜ優れた芸術家の多くは亡くなってから名を馳せるのか（ゴッホ） 土田ゼミ

人間の考え方 表情は話す速度にどのような影響を与えるのか 村田ゼミ

移動時間を限界まで短縮するRTA　 学校に自転車で最速で行くには？ 平林ゼミ

能力 早生まれは本当に損なのか？ 土田ゼミ

睡眠と心理学 睡眠環境が認知機能に与える影響について 矢野ゼミ

五感と錯覚 聞く音によって味覚や疲れ方、感覚に影響はあるのか 村田ゼミ

(肌種類別)合うファンデーションの成分と下地等の組み合わせ メーカーごとにどの種類の肌合ったものが多いのかを成分やレビュー等を元に調べる 吉岡ゼミ

動物の心 動物犬が喜ぶ声のトーンは何か 丹ゼミ

漫画・ゲームを活用した勉強法 漫画やゲームはどのようにしたら勉強に活用できるのか 柏原ゼミ

鶴田ゼミ

SNS、インターネット、ゲーム等 ニコニコ動画はなぜ人気がなくなってしまったのか。もう一度人気にするには。 福部ゼミ

僕の靴紐はなぜほどけるのか 今履いている靴と他の靴の紐を比較する 村田ゼミ

かわいい かわいいの法則性 丹ゼミ

音楽 音楽のジャンルで好き嫌いが分かれるのはなぜか？ 丹ゼミ

公務員の給料はどのように振り分けるべきか 教師は今の給料にどれほど満足しているのか。 丹ゼミ

風船ガムのふくらまし方 風船ガムはどうやったらより大きく膨らむのか 村田ゼミ  
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２年１１組（空欄は未入力者） 

テーマ 問い 所属ゼミ

川口を渋谷みたいにしたい なぜ渋谷は栄えているのか 堀ゼミ

社会系 様々な主義の観点から、よりよい社会をつくるには？ 土田ゼミ

日本人の健康と食生活の関係 日本人の主に戦後と戦前の食生活を比べ健康の変化を比べる 矢野ゼミ

推し活と社会 推し活は本当に近年普及しているのか 福部ゼミ

音楽、SNS 警報音はなぜ恐怖心を与えるのか 鶴田ゼミ

再生栽培or鉛筆の持ち方 再生栽培を効率よく行うには 村田ゼミ

学習効率 クラシック音楽のテンポと学習効率の関係 柏原ゼミ

花色変化について 花色変化が生じた前と後で花弁の色素成分に変化はあるのか。 吉岡ゼミ

芸術、芸術と産業革命 象徴主義における最も人の心を引き付けるテーマとは 土田ゼミ

オンブバッタの好む植物と香りの関係 オンブバッタの好む植物 平林ゼミ

賞味期限切れのものはいつまで食べられるのか 賞味期限切れのヨーグルトはいつまで食べられるのか 吉岡ゼミ

低身長のステレオタイプ 体の比などで低身長を区分けしたときのステレオタイプの差はどうなるのか 平林ゼミ

勉強の記憶をいつでも再現するために適した方法 あるパズルゲームのあるbotのリプレイの暗記について、覚えやすいものやすぐに思い出しやすいものはあるか？ 柏原ゼミ

フォント　デザイン　流行 フォントの読みやすさ 鶴田ゼミ

集中力 集中力を引き出すにはどうすればよいか 柏原ゼミ

1.睡眠用BGM作り(音楽系) 2.万人受けする炒飯作り(料理系) 1.自分に合う今日の特徴 2.条件を変えて作った時の反応の差 矢野ゼミ

多様性と同調のジレンマ X旧Twitterにおけるバズりと意見の迎合化 福部ゼミ

コミュニケーション いろんな性格に合ったコミュニケーションについての研究 村田ゼミ

集中力 机上のものが何故集中力に影響するのか 柏原ゼミ

住みやすい家の特徴とは 住み続けられる家、家族全員が快適に過ごせるようにするためには 吉岡ゼミ

SNSのいいね数と自己肯定感、音楽系？ SNSのいいね数と自己肯定感、歌詞に関すること 福部ゼミ

外国語 「おはよう」のつくりとデータの関係 鶴田ゼミ

目覚ましの効果的なつけ方 目覚ましの効果的なつけ方 矢野ゼミ

高校生がスマホ依存を脱却するには スマホの壁紙に人の好みが反映されているのではないか、スマホ利用時間が少ない人は壁紙に工夫をしているのか 丹ゼミ

堀ゼミ

ナレッジコミュニティの治安 Yahoo!知恵袋において質問方法やジャンルによるアンチコメントの割合の違い 堀ゼミ

矢野ゼミ

ネット ネット上で誹謗中傷したり、強い言葉を使ったりする人の書く文章の特徴 丹ゼミ

去年と同じテーマを引き続き行う、または人力遊具に関するテーマ 去年と同じテーマを引き続き行う、または人力遊具に関するテーマ 平林ゼミ

コミュニケーション 「ちくちく言葉」はどれほど相手の感情に影響を与えるのか 土田ゼミ

イングランドフットボール イングランドプレミアリーグBIG6の衰退と今後 堀ゼミ

乗り物酔いの対処法 乗り物酔いを軽減できる対処法について 吉岡ゼミ

自己肯定感をあげるにはどうしたら良いか 自己肯定感は上げられるのか 丹ゼミ

英語力をあげるためには/英語教育 毎日英語を聞いている人の方がリスニング力は高いのは本当か 柏原ゼミ

水泳で効率よく泳ぐためには 効率的に速く泳ぐうえでプル、キック、呼吸のそれぞれの最適な回数は何回か 野田ゼミ

矢野ゼミ

野田ゼミ   
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2 年 12 組（空欄は未入力者） 

テーマ 問い 所属ゼミ

野球 被打率の低いストレートについて 堀ゼミ

細菌、微生物 場所によって生息する細菌に違いが出るのか 村田ゼミ

楽に登れる階段 楽に登れる階段とは（高さの視点から考える） 堀ゼミ

ニュースと株の関係性part2 ニュースと株の関係性はあるのか　関係性を調べるうえでどのような指標が有効か 平林ゼミ

食べ物 パンケーキを厚く焼く方法 鶴田ゼミ

豚肉の冷蔵保存 豚肉の塩漬けのより良い冷蔵保存方法 吉岡ゼミ

食物 小豆の貧血治療の効果 鶴田ゼミ

法律 死亡者の実名報道の意義 土田ゼミ

歴史・文化・言語・サブカルチャーなど 絵を描くのは効率的な暗記学習か（日本史・世界史の学習で実践する） 柏原ゼミ

建築 耐震構造について 吉岡ゼミ

心理学 トロッコ問題の選択基準 丹ゼミ

物質の分解 化粧品による衣服につく皮脂汚れの落とし方 村田ゼミ

言葉の由来や成り立ち 漢文を英語圏の人に教える方法 (日本語を使わないで) 柏原ゼミ

人の目を惹くパッケージデザインにはどのような特徴があるのか パッケージデザインにおける色が消費者に与える印象 村田ゼミ

野田ゼミ

音楽・心理 アーティストごとの恋愛観人生観 福部ゼミ

夢 夢占いは本当なのか？ 福部ゼミ

野田ゼミ

うどんのコシについて どうやったらコシのあるうどんを作れるのか 土田ゼミ

文学 芸術系 なぜ不朽の名作はいつの時代ももてはやされるのか。本当に今の価値観からして良いものなのか 野田ゼミ

埼玉高速鉄道の延伸計画 埼玉高速鉄道を延伸することでどんな影響があるのか(本当に意義があるのか) 堀ゼミ

日本書紀の読解 日本書紀と創作の世界 土田ゼミ

学校において最も強い出席番号と名字 上記と同じ　ラムネのブドウ糖の最も効率よい摂取法　麻雀において放銃率を限りなく0に近づける方法 土田ゼミ

ライブうちわについて 目を引くライブうちわはどのようなものか 福部ゼミ

マーケティング、広告 ・広告は何を意識して作られているのか。 福部ゼミ

鶴田ゼミ

法律 昔話を日本の法律で考える 土田ゼミ

鶴田ゼミ

3人対戦型〇‪✕‪‪‪ゲームにおける必勝法の検討 3人対戦型〇‪✕‪‪‪ゲームにおける必勝法の検討 平林ゼミ

髪を早く伸ばす方法 、柔軟性をつけてしなやかなダンスが踊りたい 髪を早く伸ばす方法 柔軟性をつけてしなやかなダンスが踊りたい 鶴田ゼミ

習慣化、統計 習慣化の法則を統計から考える 柏原ゼミ

暗号化技術 秘匿性の高い暗号とはどのようなものだろうか 平林ゼミ

ポモドーロ勉強法と癒やしミュージック Z世代に最適なポモドーロ勉強法を発見しようⅡ 柏原ゼミ

キウイの追熟 キウイの追熟の速さはエチレンガスの量によって変化するか 吉岡ゼミ

甘味の強い食べ物 与える肥料によって糖度、酸度はどのように変化するのだろうか 吉岡ゼミ

高い声を出すのに必要なこととは？ 声 音楽 曲 平林ゼミ

鶴田ゼミ   
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７月１０日 KC 案 

・直近の予定 

日付 時間 1 年次 2 年次 場所 担当 

７ 月 １ ０ 日

(木) 

6 

限 

1 学期振り返り・夏休みに向けて HR 教室 

＋20 系 

ゼミ担当 

７ 月 １ ５ 日

(火) 

午

前 

探究講座「データをとろう」  担当全員 

 

なつやすみ  探究継続   

・今回の活動 

① 1 学期振り返り Forms 回答 

② 7 月 15 日希望調査回答 

③ 夏休みに向けて計画 

＜目的＞ 

① 1 学期の取り組みの自己評価をさせる。また、評価基準を示すことで生徒が求められ

ている活動を理解させ、夏休みの活動につなげていく。先生方からもアンケートに答え

る前にその旨を伝えてもらう。 

② 7 月 15 日のミニ探究の希望調査。どれを選んでも問題ないので直感で選んでほしい。 

③ 夏休みの活動計画を立ててもらう。夏休み明けにも探究活動報告②があるので、日程の

計画ではなく、やるべき内容を精査することに重きを置いてほしい。WS を用意する。 

・生徒持ち物 

PC、フラットファイル、学びの技 

・事前準備 

Forms クラスルームに配信予約済み。内容はそちらからご覧ください。 

WS 夏休みに向けて 

・備考 

一貫生の生徒以外にアンケート等を行う際には、倫理審査が必要になることをリマインド

する。 
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・活動例 

あくまでも 1 例です。先生方の裁量でゼミを行ってください。 

⑧ 振り返りアンケート実施（5 分程度） 

最初に伝える内容 

「Forms 冒頭にも記載があるように、今学期の目標は 

・テーマ設定をすること 

・オリジナルデータ収集のために行動を起こすこと 

・ゼミや発表会での質疑応答を通じて相互に新たなアイデアや視点を獲得する 

・発表会資料を用意し、自身の考えを伝えること 

の 4 点でした。これらについて、君たちに求めている基準は自己評価でいいので、A

評価を付けられることです。夏休み以降の KC の取り組みでも同様なので、そんなこ

とも考えながら自己評価をしてください。」 

 

⑨ 夏休みに向けて WS 

夏休み明けにも探究活動提出があることを伝える。 

そのうえで、夏休みにどんなデータ集めを行うかを考える。 

活動例として、 

（３分）テーマ発表会での質問事項などを振り返る（付箋などで何を言われたかを振

り返らせる） 

（5 分）夏休みに集めるデータを個人で検討する 

 ポイントとして、問いを解決できるデータになっているか考えるように伝える。 

（10 分）近いテーマの生徒が相談できるようにするために、一人 30 秒程度で現在

の問いをゼミ内で発表させる。 

（15 分）ゼミ内で 4 人組を作り相互に相談させる。4 人組は 1・2 年混合になるよ

うにする。 

一貫生の生徒以外にアンケート等を行う際には、倫理審査が必要になることをリマイ

ンドする。 

⑩ 7 月 15 日希望調査回答 

金曜日締め切りであることを伝える。 
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KC 夏休みに向けて 

   年   組   番 氏名           

 

問い 

(次回の探究提出レポートで解決したい問い) 

 

 

仮説・自説 

(問いに対しての自分の考え) 

 

 

これまでに集めた説を支持する根拠 

(オリジナルなデータにチェックを付けよう) 

(参考文献などもメモしよう) 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

 

これから集めなければならない根拠 

(いつやるか、どうやるか、どんな困難があり

そうか書き出そう) 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み明けには探究活動レポートの提出があります。 

第 1 回のレポートでデータが集められなかった人も夏休みにはきちんと取り組みましょう。 

でなければ、年度末の論文がかなり厳しくなってきます！  
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Forms 
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Forms（1 学期自己評価） 
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７月１５日（火曜日）実施 

一貫生１・２年次、理数科１年次対象「オリジナルデータを集めてみよう」（ミニ探究） 

 

１．目的 

本企画「ミニ探究」は、理数科および一貫生を対象とし、探究活動において不可欠となる

「オリジナルデータの収集能力」を養成することを目的とする。 

与えられたテーマの中で、生徒自らが必要なデータを自発的に収集・整理するプロセスを

短時間で経験することで、本格的な探究活動に向けた基礎的スキルと主体的な問題解決力

を身につけさせる。 

これにより、今後の探究活動においてより高い独自性と科学的根拠に基づく考察力を発

揮できるようになることを目指す。 

 

２．日時 

令和７年７月１５日（火）１限～４限 流れは当日冒頭に説明する 

 

３．場所 

  実験講義室１・２、HR 教室等 

 

４．対象 

  理数科１年次、一貫生１、２年次 

 

５．テーマ 

A：くしゃくしゃの紙を伸ばしてみよう 

B：どんなコマが良く回る？ 

C：きれいな字ってどんな字？ 

D：楕円球の行方 

E：鳩を丸裸に 

F：校長特別講座 

 

Point！ 

全テーマに共通して「たくさんのデータをとること」「いろいろな角度からデータをとるこ

と」「集めたデータ同士を比較すること」を目標とする。データを集める際には「条件をそ

ろえること」「決められた時間内にできること」「数値化してまとめることができること」を

必須の条件として提示する。  
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役割分担 

 

・事前準備 

 職員会議提案資料  

 企画・職員会議提案  

 会場確保   

 資料作成   

 生徒講座割り振り  

・当日 

 全体趣旨説明   

 講座担当   

 講座サポート   

 写真撮影   

  

流れ 

 大まかな流れです。各テーマで変更していただいて構いません。 

 4 限目がかつかつになりそうですので、3 限の途中から資料作成に移ってもＯＫです。 

 また、余裕があれば一貫生 2 年生は統計の学習が済んでいますので、統計処理するなら

どうする？など投げかけてみてください。 

 

1 限 全体趣旨説明（10 分） 

 

 

小グループ作成（5 分） 

 

 

 

① 指標の定義（15 分） 

 

 

 

② データ収集法検討（15 分） 

GoogleMeet で各活動場所に配信。 

小アリーナは生徒個人のタブレットで聴く 

 

4～6 人のグループを作成 

なるべくクラス、学年が固まらないように指示 

（例）2 年生をリーダーに指名し、班を形成 

 

全体説明をおさらいしながら、定義を考える 

3 分程度：グループ議論 

7 分程度：全体議論 

 

①で考えた指標を念頭にどんな方法でデータ

を集めることができそうか考える。 

この時、今日、この後の 2 コマで集められるか

どうかを忘れないようにくぎを刺す。 
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2 限 

・3 限 

1 限で決めた方法に従ってデー

タを集めさせる 

・データは最初に形成したグループごとに同

じアプローチでデータをとらせる。 

・必ず記録をとらせる（データそのものの記録

と、データを集めるのに使った道具や、データ

を集めている様子の写真も記録させる） 

4 限 小グループごとにまとめ作業 

（15 分） 

 

 

 

 

グループごと発表（20 分） 

 

振り返り（10 分） 

記録した写真と、集めたデータを表やグラフに

まとめさせる。ほかのアプローチと比較できる

ようにできると望ましいが、時間的余裕がなけ

れば各班で違う形式でも仕方なしとして進め

る。簡単なスライドを作成させる。 

 

20 分をうまく割り振り、発表させる。 

 

小グループの代表者（悩んだら 2 年生？）に今

回の定義づけはうまくいったかを発表させる。 

（教員向け説明にもあるように、失敗していて

もＯＫです！！） 

以下のような総括で終えていただければと思

います！ 

「自分たちの探究の際にも同じような流れが

必要です。ぜひ練り上げた定義で探究を進めま

しょう！」 
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説明資料 

  

  

 

  

  

考 

問い
問いは

    る の
 なけ   

     る 
のか考 る 

 たな問い 
生  る

 きな と   の る と   な 問

        を  るの  しい 

      ータを  る と    
   数   てみる
      てみる

数    べて はない
    は   み  い 

   れ 「問い」を   る  の   ー を  て  て る

  て て しい と
    る  を定  る
  数のアプロー を考 る

・  を ろ る と  きるか？
・    行う と  きるか？
・   る と  きるか？

トレー ング   

      い い な 
   な内  う く   

データ  きる 

1
限 アイデア  

    る 目を

定  る

 アプロー を考

 る

2
・
 
限 データ集め

とにかくたく  

データを集め う

   をき  と

とる と

  き     

理  考 る

 
限 資料作成・分析

集めたデータを 

とめて発表資料を

作ろう

同 グループ内 

発表 て 体 分

析  う
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指導案一例 

 

  

テーマ

場所

担当者

1限

＜アイデア出し＞

①	話し合いのため小グループを形成（適当で問題なし）

②	本日の目的と、この教室のテーマの確認

・目的「」

・テーマ「」

→「」

③	議題１「濡れてくしゃくしゃの紙のくしゃくしゃ度を数値化するには？」

想定案「しわの数を数える」「紙を平面に置いた時の高さを計測する」「紙の面積の変化を上から計

測」

④	議題２「紙を伸ばす方法はどんなのが考えられる？」

想定案「重いものでプレス」「扇風機で乾かす」「アイロンをかける」「新聞紙で脱水」

視点「繰り返し計測できる方法を考える」「複数の方法で比較する」「なるべく条件をそろえる」

⑤	各アプローチに生徒をグループ分け

2・3限

＜計測＞

①	各グループで実験を行う。

1限④の視点を再確認。適正に実験ができるように声をかける。

②	計測値を記録する（タブレットor紙→タブレットにてExcelを推奨）

4限

＜分析・比較＞

①	集めたデータを全体でまとめる。

（googleドライブなどを利用して各グループのデータを一つのファイルに保存させる）

②	2・3限のグループで分析を行う。

視点「ほかのアプローチと比較して自分たちのアプローチがどのようであったか？よりしわを伸ばせ

ていたのか？紙の状態が良かったのか？など」

③	分析結果を簡単にスライドにまとめる。

視点「データをみて自分たちが読み取ったことを他者に伝えるためにはどんな資料が必要か？」

「検証手法＋結果（必要な部分）＋考察」程度の構成でOK

④	テーマ内で発表→全体で気づいたことを共有

⑤	アンケート回答

備考

詳細

A：濡れてくしゃくしゃになった紙を伸ばしてみよう

実験講義室？

平林？

準備物

紙（A4コピー用紙を半分にしたもの）

バケツ？（濡らしてくしゃくしゃにする）

計測器具（定規でよい？）

乾かすもの（アイロン(家庭科)、扇風機（生徒私物）、ファイル）

タイマー（タブレットで代用）
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アンケートの取り方（夏休み配布資料） 

  

  

  

  

  

         
    

             

  の  

  のためにアン ートを

とるのかを明 に

  明  と  の る

  を ら にくい

  の  

 アン ートの目 
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調査方法の  
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  問 目と  

の  
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 人に  る調査手法
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  ・ ンプル イ ・ 問 目     と
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 を明らかに たいのか？

          

   ー の  に合   を   る
年   別 生徒なら学年 所 （ 活な ）

 に う く？

  方 の  
   （ ）    問    法（     な ）

  に  

          

   ー の  に合   を   る
年   別 生徒なら学年 所 （ 活な ）

  方 の  
   （ ）    問    法（     な ）

  に  

  方       の     限定される 
 日本人の 者 を 集 と ての調査は きる？
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  を   問

大 目(     )
を く 問

     と
を く 問

  の  を く 問

  を   問

選択 の 問

   の 問

    い問題     て  る問題の れを る

                     

    として「 度」を  と に    

    
とて  て  る    て  る    と い  い    て    い    て    い

中間の   らと い ない に   集中 る と  る

   に     ては る   ては らない  大別 きる

                

アン ート は  方    
     の    れ 時      され とい るの  
 問内容を  し   

  方 の 

    
 問 目 との  数の   
中  を める の 

ク ス  
 問 目間の  を調べる の 
  間の    を  け  
のに   

ク ス          る  
に 問  を   ると     

         

         い
  を分析 てみたら大 な と
を 問 ていなか た

本調査の前の    を   

     問をしてし   
アン ートと て 問 ては
いけない と  る

   ク ス の  
 

    の実施

 問し け       
集 方法を考 の 

  なアン ートを  ける

         

     問をしてし   
アン ートと て 問 てはいけな
い と  る

  ・  に  る と   に     と   の い   報  導 問

個人 報に いての 問は 小限に
プライバシーに  る とは 問  

   ク ス を    し       の先生と    し  
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９月４日 KC 案 

・直近の予定 

日付 時

間 

1 年次 2 年次 場所 担当 

９月４日(木) 6/7

限 

クラス別・探究 

レポ報告会(7 限) 

クラス別・探究 

レポ報告会(6 限) 

HR 教室 担任・ 

副担任 

９ 月 １ １ 日

(木) 

6 

限 

卒業生懇談会 探究進捗報告会 

(中 3 生と合同) 

HR 教室 

＋B 教室 

2 年教員 

中学教員 

９ 月 １ ８ 日

(木) 

6 

限 

探究進捗報告会 大学合同説明会 HR 教室 1 年教員 

９ 月 ２ ５ 日

(木) 

6 

限 

中間発表に向けて 大ホール 平林・ 

ゼミ担当 

１ ０ 月 2 日

(木) 

 

 

体育祭   

・今回の活動 

① 探究レポート報告会 

＜目的＞ 

① 夏休みに課した探究活動報告②について報告させる。生徒は夏休みにオリジナルデータ

を収集してきているはずで、何らかの検証を実施したはずです。ありがちなこととして、

生徒が実施した検証が生徒の思っている問いへの答えをもたらすものになっていない

ということがあります。 

（例 1-10 外山君：問い「ツムツムで安定したスコアを出したい」検証「ハイスコアを

出しやすい手法で試す」→問いは「誰でも」なのか「自分が」なのか、検証手法から言

えることは「この方法におけるハイスコアをとりやすい傾向」では？） 

生徒にはまず、レポートの内容の発表をさせてください。（問い、検証手法、結果、考

察、次の問い） 

それを踏まえて、聴衆の生徒には問いと検証が対応しているか？対応していない場合に

は、検証に対応する問いはなにか？を考えさせてください。 

・生徒持ち物 

PC、フラットファイル（注文済み、届いていなければ不要） 

学びの技（1 年次分を書店に注文予定。事務室に確認している事があるのでもう少しお待ち

ください） 

・事前準備 

新ゼミ分け（平林） 9 月 1 日にクラスルームに送信。 

生徒への指示 PDF（平林） 1 枚に指示をまとめたものを用意。投影などで活用してくだ

さい。前日までに用意しておきます。 
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・補足 

次回も学年ごとの行事につき、学年ごとの対応になります。なお、2 年次については中学 3

年生とともに、探究の進捗についてのグループワークを予定しています。（教室をうまく割

り振ります。）2 年次の先生方で 9 月 11 日 6 限にご予定のある先生は事前に平林までお

伝えください。 

・探究レポ報告会 活動例 

① グループ分け（1 グループ 4 名程度）   ２分 

ゼミなど気にせずに、座席の近い人でグループ分けしてもらってよいと思います。（い

ろいろなテーマを面白がれること、面白がらせることができることが大切だと思いま

す。） 

また、グループのメンバーで 1～4 まで番号を割り振ります。 

② 発表の流れについて説明         ３分 

レポートについて 1 人 5 分程度で発表すること。聞く人は問いと検証が対応してい

るか？に注目して聞くこと。発表後は 5 分程度で検証から言える問いは何か？結果

から言える次の問いは何があるかを吟味させること。を説明します。発表の際に、発

表者の次の番号の人に時間管理（発表は長引いてもよいが、質疑応答の時間込みで 10

分は守る）をさせます。 

③ 各グループ発表            40 分 

1 番が発表・2 番が時間管理 

2 番が発表・3 番が時間管理 

3 番が発表・4 番が時間管理 

4 番が発表・1 番が時間管理 

 

時間が余ったグループはどんどん発表を進めさせ、残った時間を利用してグループの

誰かのテーマについて次の問いの検証手法を考えさせてみてください。 

（グループのメンバーのほかのテーマで一番面白そうなテーマを選んでみよう。や、

悩んだら 1 番の人のテーマで考えてみよう。と声をかけてあげてください。） 

 

今回は、他人のテーマで問いと検証が対応しているか？を考えることが一番大事だと

思います。 

生徒にもその活動を重視させてください！ 

不明点等ありましたら平林までお気軽にお声がけください。 
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生徒への指示 PDF 

 

  

発表して しい と

問い     考 次の問い

発表 の  I   
 夏休みに作成 た探究活動のレポートを とに て発表    う
   の方法   は   データをき  と せ う

   の  I   
 問いと      と   ているかに 目 て  う
   の  と考     と   ているか 目 て  う

  の発表        ー 内  テーマを び  の問い  の  方 
を  て    



59 

 

９月 11 日 KC 案 

・直近の予定 

日付 時

間 

1 年次 2 年次 場所 担当 

９ 月 １ １ 日

(木) 

6 

限 

卒業生懇談会 探究進捗報告会 

(中 3 生と合同) 

HR 教室 

＋B 教室 

2 年教員 

中学教員 

９ 月 １ ８ 日

(木) 

6 

限 

探究進捗報告会 大学合同説明会 HR 教室 1 年教員 

 

９ 月 ２ ５ 日

(木) 

6 

限 

中間発表に向けて 大ホール  

ゼミ担当 

１ ０ 月 2 日

(木) 

 

 

体育祭   

10 月 9 日(木) 6 

限 

進捗報告/発表準備 HR 教室 

＋20 系 

ゼミ担当 

・今回の活動 

① 探究進捗報告会 

＜目的＞ 

① 探究活動の進捗報告と行うのに合わせ、グループ内のメンバーと次回の授業までに何が

できるか？何を進めた方が良いのか？についての議論をする。 

生徒は大まかな分野（自然科学、人文科学、社会科学）に分け、割り振られた教室で 3

～4 人程度のグループを形成する。自分のテーマだけを考えていると、やるべきことの

アイデアが浮かびにくい場合でも、違うテーマについて考えているなかで自分のやるべ

きことが見えてくることを期待する。 

・生徒持ち物 

＜高校生＞ PC、フラットファイル、学びの技、ワークシート 

＜中学生＞ PC、ワークシート 

＜共通＞  探究活動について取集している資料等で相談する際にあった方が良いもの 

・事前準備 

部屋割り 

高校生にはクラスルームで前日までに連絡を回します。中学生にはデータにてご用意し

ます。 

ワークシート(進捗報告) 

水曜日の放課後に印刷して用意します。中学生分は 2 クラス分まとめてお渡しします。

高校生分はクラスボックスに入れておきます。当日の朝に各 HR で配布をお願いします。 

 

 



60 

 

・補足 

次週の 1 年生の探究報告会でも同じワークシートを利用する予定です。問題がなければ、

今学期の探究継続のゼミ活動では同じワークシートを定期的に利用して探究を進めてもら

うつもりです。ワークシートの内容などについてご意見があれば、平林までお申し付けくだ

さい。なお、次週の 1 年生の探究報告会は中学校との共同活動の予定はありません。 

・探究報告会（進捗報告） 活動例 

先生方の裁量で進めていただければと思いますが、活動の一例を挙げます。 

各教室でグループ（3～4 人組）ごとに着席する。 

① 自己紹介（5 分） 

普段よく顔を合わせているメンバーではないので、名前＋（部活 or 趣味など）でア

イドリングトークを簡単にさせる。また、グループのリーダーを 1 人決めさせる。 

② ワークシート記入（10 分） 

ワークシートに記入。現在までに集まっているデータ（わかっていること）とこれか

ら集めないといけないデータ（わかっていないこと）を整理することがここでの目

的。 

③ グループワーク（25 分） 

生徒 A が WS の左側の内容をグループに共有する。グループのメンバーがそれに対

して次にやる検証のアイデア（検証の手法・具体的な検証のアドバイスなど）を挙げ

る。付箋などを事前に用意しておき各グループに配るのもいいかもしれません。続

けて生徒 B/C/D と続けて行う。 

4 人グループであれば一人当たり 8 分でこれを行う。グループのリーダーが時間を

管理するように指示しておく。 

今回はいろいろなアイデアを出し合うことが目的です。まずは「できるかどうか？」

よりもいろいろな視点で問いを切ってみることが重要だと思います。細かいことを

気にせずにどんな根拠があればいいか？を気軽に出し合ってみようなどと声がけし

てみてください。 

④ 振り返り（5 分） 

もらったアイデアを基にして次回の授業までにやるべきことは何かを WS に記入し

ておく。 

 

教員は各ターンで注力してほしいポイントを全体にアナウンスすることと、単なる

雑談になっていそうなところに「いま誰のテーマについて相談している？」など声

がけをしてもらえばと思います。 

 

不明点等ありましたら平林までお気軽にお声がけください。 
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KC 活動報告＆根拠・証拠収集シート 

 

   組    番 氏名              

１． 現時点の問い・RQ（リサーチクエスチョン） 

大きなテーマ（探究の 20 歩先で解決したい課題や困りごと）と小さな問い・RQ（毎回

の探究レポートで解決したい疑問や仮説など）を区別すること。 

大きなテーマ： 

 

現時点の RQ： 

 

 

２．現在までに集めたデータ 

「調べてわかっていること」と「オリジナルデータを集めてわかったこと」を区別して記

入しよう。 

KC では問いを解決するために必ずオリジナルデータを集めることが求められます。 

「調べてわかっていること」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「オリジナルデータを集めてわかったこ

と」 

３．まだわかっていないこと 

問いを解決するために必要な根拠や証拠は何か？ 

根拠の質についても十分に検討しよう！ 
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４．オリジナルデータ収集のための案 

どのような検証手法があるだろうか？また、集まるデータの質を上げるためにできること

は何だろう？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．次回の KC までにできること 

日々進捗を生み出すこと！毎回の授業で「夏休み以来進捗がありません…」とならないよ

うに！ 
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９月 18 日 KC 案 

 

・直近の予定 

日付 時間 1 年次 2 年次 場所 担当 

９ 月 １ ８ 日

(木) 

6 

限 

探究進捗報告会 大学合同説明会 HR 教室 1 年教員 

９ 月 ２ ５ 日

(木) 

6 

限 

中間発表に向けて 大ホール  

ゼミ担当 

１ ０ 月 2 日

(木) 

 

 

体育祭   

10 月 9 日(木) 6 

限 

進捗報告/発表準備 HR 教室 

＋20 系 

ゼミ担当 

10 月 16 日

(木) 

 

 

中間考査   

10 月 23 日

(木) 

5-7 

限 

中間発表会 小・中 

アリーナ 

KC 担当者 

・今回の活動 

① 探究進捗報告会(高校 1 年生) 

＜目的＞ 

① 探究活動の進捗報告と行うのに合わせ、グループ内のメンバーと次回の授業までに何が

できるか？何を進めた方が良いのか？についての議論をする。 

生徒は大まかな分野（自然科学、人文科学、社会科学）に分け、割り振られた教室で 3

～4 人程度のグループを形成する。自分のテーマだけを考えていると、やるべきことの

アイデアが浮かびにくい場合でも、違うテーマについて考えているなかで自分のやるべ

きことが見えてくることを期待する。 

・生徒持ち物 

PC、フラットファイル、学びの技、ワークシート 

探究活動について取集している資料等で他人に相談する際にあった方が良いもの 

・事前準備 

部屋割り（平林） クラスルームで送ります。 

ワークシート(進捗報告) 

火曜日の放課後に印刷して用意。クラスボックスに入れておきます。 

当日の(or 事前の)朝に各 HR で配布をお願いします。 

 

 

 



64 

 

・補足 

前週の 2 年生の探究報告会でも同じワークシートを利用しました。事前に左側ページの記

入を終えていられると議論の時間が確保できてよいかと思います。一方で前日に配布する

と忘れてくる人もいそうです…。先生方の裁量でご指示ください。今学期の探究継続のゼミ

活動では同じワークシートを定期的に利用して探究を進めてもらうつもりです。ワークシ

ートの内容などについてご意見があれば、お申し付けください。 

・探究報告会（進捗報告） 活動例 

先生方の裁量で進めていただければと思いますが、活動の一例を挙げます。 

グループ（3～4 人組）ごとに着席する。 

① 役割決め（5 分） 

グループのメンバーで順番に番号を設定させる。グループの代表も決めておく。 

② ワークシート記入（10 分） 

ワークシートに記入。現在までに集まっているデータ（わかっていること）とこれか

ら集めないといけないデータ（わかっていないこと）を整理することが目的。 

＊先生方のご判断で事前に記入させておいてもよいかと思います。 

 

③ グループワーク（25 分） 

生徒 A が WS の左側の内容をグループに共有。グループのメンバーがそれに対し次

にやる検証のアイデア（検証の手法・具体的な検証のアドバイスなど）を挙げる。 

＊付箋などを事前に用意しておき各グループに配るのもいいかもしれません。 

 

続けて生徒 B/C/D と続けて行う。4 人グループであれば一人当たり 8 分でこれを

行う。グループのリーダーが時間を管理するように指示しておく。 

今回はいろいろなアイデアを出し合うことが目的です。まずは「できるかどうか？」

よりもいろいろな視点で問いを切ってみることが重要だと思います。細かいことを

気にせずにどんな根拠があればいいか？を気軽に出し合ってみようなどと声がけし

てみてください。 

④ 振り返り（5 分） 

もらったアイデアを基にして次回の授業までにやるべきことは何かを WS に記入し

ておく。 

 

教員は各ターンで注力してほしいポイントを全体にアナウンスすることと、単なる

雑談になっていそうなところに「いま誰のテーマについて相談している？」など声

がけをしてもらえばと思います。 

 

不明点等ありましたらお気軽にお声がけください。 
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９月 25 日 KC 案 

・直近の予定 

日付 時間 1 年次 2 年次 場所 担当 

９ 月 ２ ５ 日

(木) 

6 

限 

中間発表に向けて 大ホール  

ゼミ担当 

１ ０ 月 2 日

(木) 

 体育祭   

10 月 9 日(木) 6 

限 

進捗報告/発表会準備 HR 教室 

＋20 系 

ゼミ担当 

10 月 16 日

(木) 

 中間考査   

10 月 23 日

(木) 

5-7 

限 

中間発表会 小・中 

アリーナ 

KC 担当者 

10 月 30 日

(木) 

6 限 前週の中間発表のため授業変更   

 

・今回の活動 

① 2 学期の活動について 

② 中間発表について 

③ 次回の授業までにできることは？？（WS・2 学期の到達目標と次回へ向けて） 

 

＜目的＞ 

① 1 学期末に生徒の活動についての自己評価をさせました。改めて生徒に KC で期待し

ている姿を話し、より高い評価になるように日々活動を進めていくように話をしよう

と思います。 

② 中間発表の目的や形式について生徒に通知します。 

③ 生徒に進捗を生み出さなければならないと感じてほしいと思っています。そのため、

(ホール内で)ゼミごとに分かれ、小グループごとに「次回までにできること」を考えて

もらいます。 

 

・生徒持ち物 

PC、フラットファイル、学びの技、ワークシート 
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・事前準備 

スライド  先生方には印刷して当日の朝までに机上にお配りします。 

WS・2 学期の到達目標と次回へ向けて 生徒分は当日の朝までにクラスボックスへ入れま

す。 

座席表 ゼミごとのエリア分けしたものを配信します。細かい席は指示しません。 

 

・補足 

今回はゼミごとに着席してもらいます。座席表はクラスルームに送り、当日投影もしておき

ます。 

・活動例 今回はなしです 

不明点等ありましたら平林までお気軽にお声がけください。 
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スライド 

  

  

  

  

  

       
               

    

     
   ゼミ

   ゼミ

  ゼミ

   ゼミ

   ゼミ

   ゼミ

 土 ゼミ

   ゼミ

  ゼミ

    ゼミ

    ゼミ

  

1 2学期の活動に いて

2 中間発表会に向けて

  ゼミ とに探究活動の進捗  

          

中間発表・探究 報告に向けて
      ータの    分析
スライド資料作成

探究 報告に向けて
      ータの収集    
論文作成 向けた準備

データ収集を  
   の を   

中間発表    
と  の 

                

探究活動はパ  ー ンス  「 れ け 動して成 し  」

  な行動を めているのか？を とめた の ルー リック表

 学期の   目は問いの設定       ータの  

     テー の   発表の  の  

   い  を ら る うに 動して しい 

                

 に  る 動「      ータの  」

   

オリジナルデータとは自ら  をかいて集めた  ・   ータ

 ）先行研究を   て  に  てみて集めたデータ

調べた と 本 か うかアン ート  かめた

自分の仮説を   るために  に いて  を集めた

                

  のルー リック表 夏休みの活動を自    てみ う

問いの設定       ータの  

2学期の わ に めて自   を行う

 のときに 日    い    れる  に 動し   

   A  を 指 る   の KC（探究）のいいと   

         

10月2 日（木）5 7限 中間発表会・探究  ポー 提出 

  

     の探究活動の成 を とめる

 人にわか   く 面 く  る の育成

 自 の  を生か てアドバイス 探 の の を      

 考  分析の   を    の    

         

10月2 日（木）5 7限 中間発表会・探究 レポート   

  

 スラ  （                ）

 デ スプレイ  ター の発表（テー 発表会と同 ）

 小/中アリーナにて  

    間は 人15分（発表   ＋    5分）

         

10月2 日（木）5 7限 中間発表会・探究 レポート   

  の     会 タ   ー ー   さ にお い る 定

     KC 提 し  

  力をお いし   
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      し 「    に  る と」 実 し し   

 に  る 動「      ータの  」

   ・   なオリジナルデータの収集を期  てい  

  の授業  し    進  見 る  にして しい

              

      し 「    に  る と」 実 し し   

  はゼミ とに分か て   てい  

ゼミ とに   人のグループを み          に  て 

る とを  して  さい（  に  してお  と）
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WS・2 学期の到達目標と次回へ向けて 

 

   年   組   番 氏名           

１．2 学期 KC ルーブリック 

 2 学期の活動の評価は普段のゼミ活動と 2 回の探究レポートで決まります。各回で自身

の問い・検証・考察のレベルを自身で評価し、次のレポート提出に向けて改善していきまし

ょう。2 学期の評価項目は以下の 4 点です。 

１．問いの設定/２．オリジナルデータの収集/３．ファシリテートの技能/４．発表の技能 

 １．問いの設定について ２．オリジナルデータの収集 

(1)主体性・計画性 

２．オリジナルデータの収集 

(2)妥当性 

視点 誰が読んでもわかる明確な問い

になっているか。各回の探究レ

ポートにおける問いで、良い問

いの 3 要素「できる」「やりた

い」「意義がある」について検討

しているか。レポートの中で検

証手法に正対した問いである。 

問いを解決するために主体的・

計画的に行動を起こしている

か。量的データ収集の場合は十

分な数のデータを収集できてい

るか。質的データ収集の場合に

は反論や他の可能性を考慮した

解釈ができるだけの収集できて

いるか。 

問いと整合性のあるデータ収集

が行えているか。量的データ収

集の場合は実行可能性と問いの

解決可能性を兼ね備えている

か。質的データ収集の場合は資

料による情報や視点の偏りが少

ないものであるか。 

A 段階 問いが明確で、実行可能な検証

手法について検討されており、

問いと検証に整合性がある。ま

た、問いの 10 歩 20 歩先にど

のような社会的・学術的意義が

あるか説明できる。 

計画的にデータ収集を行い、問

いを解決するに足るだけのデー

タを収集することができた。 

(予想と反する結果となっても)

問いの解決に寄与する結果を得

られるデータ収集を実行でき

た。 

B 段階 問いが明確で、実行可能な検証

手法について検討されており、

問いと検証に整合性がある。 

計画的にデータ収集を行ったつ

もりであるが、問いの解決に一

定程度のめどは立つものの必要

十分なデータ収集はできなかっ

た。 

(予想と反する結果となっても)

問いの部分的な解決が可能なデ

ータ収集を実行できた。 

C 段階 問いが明確だが、実行可能な検

証手法について模索している最

中である。 

データ収集を行ったが、見通し

が甘く問いの解決に寄与するだ

けのデータを収集できなかっ

た。 

問いとの整合性のあるデータは

集まらなかったが、予備調査と

して次のデータ収集に生かすこ

とのできるデータが集まった。 

D 段階 問いが不明確で、検証手法につ

いて暗中模索している。 

データの収集を行わなかった。 問いとの整合性のあるデータ収

集を行うことができなかった。 

自己評価    
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 ３．ファシリテートの技能 

(建設的な議論の技能) 

４．発表の技能  

視点 ゼミや発表会の場面で他者の探

究内容に対して意見や考えを引

き出すことができたか。(大人で

も難しい。ほめるだけでなく、ダ

メ出しだけでもない形で意見交

換ができればよい。) 

中間発表のスライドや、探究レ

ポートの作成において読み手や

聞き手が読みやすいように工夫

を凝らしているか。自身の活動

内容を十分に要約したものにな

っているか。 

 

A 段階 それぞれの場面において相手の

発言によく耳を傾け、アドバイ

スや相手の言語化できていなか

った考えを整理させるような質

問をできた。 

各種制作物の作成にあたって、

読み手や聞き手にわかりやすい

ようグラフなどを十分に活用し

た資料を作成した。また、自身が

行った探究の内容をよく整理し

て資料を作成した。 

 

B 段階 それぞれの場面において相手の

発言によく耳を傾け、ほかの聴

衆や自身の理解を深めるような

質問ができた。 

各種制作物の作成にあたって、

読み手や聞き手にわかりやすい

ようグラフなどを活用した資料

を作成した。また、自身が行った

探究の内容を整理して資料を作

成した。 

 

C 段階 それぞれの場面において相手の

発言によく耳を傾け、アドバイ

スや発表の理解を促す質問をす

るよう努めた。 

各種制作物の作成にあたってグ

ラフなどを活用した資料を作成

した。また、自身の探究内容より

狭い(広い)内容の資料を作成し

た。 

 

D 段階 発表に真摯に耳を傾けず通り一

遍の質疑応答を行った。 

制作物を適切に作成できなかっ

た。 

 

自己評価    

２．次回までにできること 

 上のルーブリックを踏まえて日々の授業内活動に取り組んでください。まずは前回の WS

で「次回までにできること」に記入したことはできているかを振り返ってみましょう。その

うえで、次回 10/9 までに何ができるかを考えてみましょう。 
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10 月 9 日 KC 案 

 

・直近の予定 

日付 時間 1 年次 2 年次 場所 担当 

10 月 9 日(木) 6 

限 

進捗報告/発表会準備 HR 教室 

＋20 系 

ゼミ担当 

10 月 16 日

(木) 

 中間考査   

10 月 23 日

(木) 

5-7 

限 

中間発表会 小・中 

アリーナ 

KC 担当者 

10 月 30 日

(木) 

6 限 前週の中間発表のため授業変更   

11 月 6 日(木) 6 限 グローバル 

講演会 

修学旅行 

事前指導 

  

11 月 13 日

(木) 

6 

限 

ゼミ活動・進捗報告 HR 教室 

＋20 系 

ゼミ担当 

・今回の活動 

① 中間発表会タイトル提出（フォーム） 

② 「次回までにやること」報告 

③ 中間発表準備・仕事分担 

＜目的＞ 

① 中間発表会パンフレット作成のためフォームに回答させてください。 

② 前回大ホールにて確認させた「次回までにやること」を発表させてください。前回のグ

ループごとでも、新たに組んだグループごとでも結構です。目的は、毎回の授業で進捗

がなければならないという感覚を持ってもらうことです。場合によっては、代表者 1

～3 名をゼミ全体の前で指名して発表させてもよいかと思います。（指名する場合は実

際にやってきている人を指名してください。できている人がいることを示して、求めて

いる活動を生徒に認識させてください。） 

③ 中間発表の準備としてスライドの作成をさせてください。また、当日の準備の手伝いを

お願いしたいと思います。別紙を参考に、各ゼミから人員を出してください。（欠席者

が出た場合を考慮して各仕事に複数人割り当ててください。） 

・生徒持ち物 

PC、フラットファイル、学びの技、ワークシート 
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・事前準備 

中間発表タイトル入力フォーム(平林)  クラスルームにて配信します。 

スライド作成について (平林) 当日までに先生方の机上に配布、生徒はクラスルーム配信。 

中間発表準備仕事割り振り表(平林) 各ゼミで割り振りをお願いします。割り振り表は前日

に用意し生徒配布用にクラスボックスに入れます。  

・補足 

なし。 

・活動例  

先生方の裁量で進めていただければと思いますが、活動の一例を挙げます。 

① 中間発表タイトル入力（5 分） 

クラスルームに事前に送信しておきます。入力を必ずさせるようにお願いします。 

② 「次回までにやること」報告（15 分） 

＜１．前回の小グループで活動する例＞（10 分程度） 

前回のグループで分かれるように指示（忘れている場合は適当で構わないから 3～

4 人で組む） 

グループごと誕生日の早い順で前回話した「次回までにやること」とやったこと・で

きなかったことを話させる。 

＜２．代表者に報告させる例＞（10 分程度） 

前回話した「次回までにやること」に限らず、この 2 週間で進捗のあったものは？

と発問。 

挙手させ、挙手したものの中から 3 名程度指名しゼミメンバーに「次回までにやる

こと」と「実際にやったこと」を報告させる。なお、最初の発問の時点で誰も進捗の

あるものがいなければ 1・2 年生混合になるように小グループを組み「なぜできな

かったのか」正直に報告させる。 

＜１or２の後＞（5 分程度） 

ひと段落したタイミングで、全体に向けて先生から「毎回の授業で少しずつ進捗を

報告できるように探究を進めてほしい」と伝える。明確な理由があって時間が取れ

なかったなら仕方なしとして OK。しかし、なんとなく時間をとらなかったは NG。 

③ 中間発表準備・仕事分担（25 分） 

仕事の分担表をもとに生徒に分担を決めさせる。 

2 年生の生徒に簡易的な司会を頼み、枠を順に埋めていくよう指示する。 

その後、各自中間発表に向けてスライドの作成および探究レポートの作成を進める。

クラスルームに配信済みの中間発表の要項をもとに項目立ててスライドの作成を行

わせる。 

 

不明点等ありましたら平林までお気軽にお声がけください。 
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スライド作成について 
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R7 KC 中間発表について 

 

① 日時 

10 月 23 日(木) 5・6・7 限 

 

② 場所 

5 限  大ホールにて全体説明 → 小/中アリーナに移動 

5・6・7 限 発表 

終了後 全員で手分けして片付け 

 

③ 役割分担 

会場準備   生徒(10 月 9 日に指示) 

進行役・タイムキーパー役 生徒(10 月 9 日に指示) 

部屋・発表割り   

コメントシート   

読み原稿    

保護者・外部来校者対応  

 

④ 発表要項 

発表の持ち時間は一人 15 分（発表 10 分＋質疑応答 5 分） 

スライドの内容は以下の内容を軸に各自作成すること 

・「探究の動機」 

・「問いと結論」 

・「基本知識・問題の背景」 

・「調査方法・収集したデータ」（オリジナルデータを強調して発表すること。過去 3 回

の探究レポート＋2 年生は昨年の動きも含めて発表に入れ込めるとよい） 

・「分析・考察」 

・「結論」 

・「今後の探究計画」 
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⑤ 時程 

昼休み 会場準備 

保護者受付 

１２：５５ 大ホールにて全体説明 

１３：３０ 小/中アリーナへ移動 

１３：４０ A グループ発表開始（発表 10 分＋質疑応答 5 分） 

１３：５５ 次の発表者へ交代（交代時間 1 分） 

１３：５６ B グループ発表開始（発表 10 分＋質疑応答 5 分） 

１４：１１ 次の発表者へ交代（交代時間 1 分） 

１４：１２ C グループ発表開始（発表 10 分＋質疑応答 5 分） 

１４：２７ 次の発表者へ交代（交代時間 1 分） 

１４：２８ D グループ発表開始（発表 10 分＋質疑応答 5 分） 

１４：４３ 次の発表者へ交代（交代時間 1 分） 

１４：４４ E グループ発表開始（発表 10 分＋質疑応答 5 分） 

１４：５９ 次の発表者へ交代（交代時間 1 分） 

１５：００ F グループ発表開始（発表 10 分＋質疑応答 5 分） 

１５：１５ 発表終了、以降片付け 

保護者・来校者の見学はここまで 

１５：３０ 授業終了、各 HR にて SHR 

 

その他 

 当日は自身のタブレット端末をディスプレイに有線接続して発表を行う。 

 探究レポートの提出日になっている、クラスルームに忘れずに提出すること。  
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中間発表会テーマ一覧 

1 年 10 組（空欄は未入力者） 

タ     

 イントスを予想 る   ゼミ

ドラ の継続  に わる  とは   ゼミ

  を かせた とに る植 の育      ゼミ

 腕二頭筋を 率 く けるには  ゼミ

次人 になる  は？   ゼミ

  を いた発 に  る研究   ゼミ

 D   たら たエンターテイン ント革命   ゼミ

暗号 の変遷   ゼミ

   先頭 者を  と  くらい   入 て  うのか   ゼミ

  クシダの成長と重 方向の  に いて   ゼミ

自転車速      v   1 2   ゼミ

オートレース 勝とう   ゼミ

売 る本とは   ゼミ

作成中  ゼミ

世界の昔 からみる文 の違い 土 ゼミ

 く飛ぶための筋トレとアップの仕方  ゼミ

ゲー と  からホラーを 明  ゼミ

作成中  ゼミ

 ててにぎにぎを     う  セン ーを いた筋 位 測   ゼミ

 飛行 を遠く  飛  ためには   ゼミ

液  に い    ゼミ

  な  とは か―   号に る 定の偏 ―   ゼミ

タオルをふわふわに るには？   ゼミ

ダンス   の   ゼミ

    に ける イス アと の安定 に いて   ゼミ

スポー とレジリエンスの  に いて  ゼミ

推 からの 知を ら う大作戦   ゼミ

自販 に眠る法則 とは  ゼミ

 の  集中 爆 げ？勉  間と照明の    ゼミ

ジャ とロックの違いは理論 に の うなと ろからくるのか   ゼミ

 間を   に使う秘訣とは？   ゼミ

妖怪  ッ はなぜ   てい たのかーー日 晃 の軌跡ーー   ゼミ

猫の鳴き声に    るのか    ゼミ

  に眠ると目 め  いリ  を作成 きるのか   ゼミ

剣 に けるき いとはなにかに いて  ゼミ

覇 の る声の  方   ゼミ  
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1 年 11 組（空欄は未入力者） 

タ     

ロードバイクの快   学生   きる  とは？   ゼミ

”ぐ   ”の秘密　 睡眠と環境の わ    ゼミ

プラレール 故 起  ない   絶 安    ゼミ

元 に運動 きる睡眠 間とは   ゼミ

   復の 報は正 いのか   ゼミ

猫は人の  を理  きるのか   ゼミ

資産に  を ぼ     ゼミ

天 予報     たる？ 予報精 に迫る   ゼミ

陸 と  の   ゼミ

香 の魔法　 アロ オイルの秘密に迫る   ゼミ

  ゼミ

仮眠 間削減方法に いて   ゼミ

 ンデ   ンを作ろう   ゼミ

  と集中 の変動   ゼミ

綿の塊 人を救う  ゼミ

 源と      ゼミ

戦争の  と分類に いて   ゼミ

 Iは損害 険に  を  るのか  ゼミ

豆 の 生能 に いての研究   ゼミ

 クソゲー から捉 る  のゲー    ゼミ

なぜ ッホは生きている間に  にな なか たのか? 土 ゼミ

  速 の行動に る ントロール   ゼミ

 学 間を減ら には？   ゼミ

栄養と運動の  の わ 土 ゼミ

日中と睡眠  の    の反 の違い   ゼミ

 跳 に  た腕の  方   ゼミ

乾燥肌  集    分 め  ンデの成分を徹底 剖   ゼミ

犬の喜 せ方  ゼミ

漫 を活  た勉 法   ゼミ

早 替 を スター  う   ゼミ

Y      と    動 から考 る人 になる   とは   ゼミ

なぜ僕の靴紐はほ け  いのか   ゼミ

踊る人を描いた絵 は 動きを う  ているのか  ゼミ

      に  ている  体   の いている    きな  に  を与 ているか？  ゼミ

教職員の給与と満足 の 態  ゼミ

風船  を 率 く膨ら せる   ゼミ  
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2 年 11 組（空欄は未入力者） 

タ     

川 は優 たベットタ ンと  るのか  ゼミ

  な  の  から   い 会を くるには？ 土 ゼミ

日本人の  と 生活の    ゼミ

推 活を める人とは   ゼミ

作成中   ゼミ

 生栽培に  た溶液とは？   ゼミ

勉 中のB M 本 に   る？   ゼミ

花色変 の謎を 明   ゼミ

産業革命と自然　風景 からわかる と 土 ゼミ

オン バッタの べ方 む の   ゼミ

  期限  の べ はい    べら るのか   ゼミ

スタイル悪い男  の固定 念   ゼミ

 るパ ルゲー のリプレイに いて     い の  い    い のは るか？   ゼミ

  ントに る    ゼミ

集中 を発揮 きる 日とは   ゼミ

 ャー ンを らに 造 せたい   ゼミ

人間の行動 理と ジックナンバー   ゼミ

 ミ   ーションを 手くとるには？   ゼミ

机 の は集中 に   るのか   ゼミ

住み続けら る家の構造とは   ゼミ

     の自 肯定 ――      たら     ゼミ

   な文 と  の変 は  会 文 の   の 成に の うに  を与 てきた のか?   ゼミ

   なアラー の け方   ゼミ

ス ホ依存を脱却 るには  ゼミ

  儀礼から る神 　  ゼミ

Y    !知恵袋に けるアン   ントの割合  ゼミ

手拍 に  て   げの  は伸 るのか  ゼミ

頂き女        に いて なぜ加害者 擁   たのか  ゼミ

 拍数の 昇に伴う学  率の  幅   ゼミ

   者向けの日本 を作るには 土 ゼミ

 ッ ー日本 表  杯 優勝 るには  ゼミ

乗  酔いに本 に く のとは   ゼミ

自 肯定 倍    ゼミ

 日  を いているとリス ング    るのは本 ？   ゼミ

 率 く泳ぐためには う たら良いか   ゼミ

    と熱中症の    ゼミ

個人  きる みの活   ゼミ   
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2 年 12 組（空欄は未入力者） 

タ     

都合 く昼寝から起き る   ゼミ

セン ーの 極を う     な の    きるか   ゼミ

 に登 る   ゼミ

弓 の動 から人 座 を推定 たか た   ゼミ

ホット ーキを厚く焼くには   ゼミ

豚肉の塩漬けの  良い 存方法   ゼミ

渋  に る小豆の鉄分吸収 の    ゼミ

亡くな た人の 前を なぜ デ アは報 るのか？ 土 ゼミ

絵を描く と   （日本 探究・世界 探究）の成績は良くなるか   ゼミ

輪   倒壊は防げるか？  な 料    る 制震 デルの 能   ゼミ

トロッ 問題には の うな 考 働いているのか  ゼミ

洗濯の 率 に いて   ゼミ

 志 V  慣: る  なくて 続ける方法   ゼミ

パ 買い衝動の調査   ゼミ

川の は下流に行くほ 汚くなるのか   ゼミ

アーテ スト とに  て歌詞な の作 方から恋愛   格 成な の  ンの偏   るのか   ゼミ

  ゼミ

虫の美  い べ方に いて 蝉に 目 て   ゼミ

環境に優 い小麦 替作 の 能 土 ゼミ

  科と ての日本 の扱いと 操教育と ての日本   ゼミ

埼玉 速鉄 を延伸 る  とは  ゼミ

 紀から  日本の 内 勢を考  る 土 ゼミ

      にくいのは ？ 土 ゼミ

目を引くライ う わは の うな のか   ゼミ

     に ける 広告に   た  とは   ゼミ

花粉症の人  い  には  な 徴  るのか⁇   ゼミ

兄弟構成と男女差 人 知 に与 る  とは 土 ゼミ

 数分 問題の系 分類   ゼミ

拡張〇✕ゲー に ける 勝法の    ゼミ

髪を早く伸  方法   ゼミ

アン ート  の収集方法   ゼミ

暗号の仕 みに いて   ゼミ

Z世 に  なポ ドーロ勉 法を発   うⅡ  ポ ドーロ勉 法と癒 のミ ージック   ゼミ

キ イをは く追熟 せるには 酸     ゼミ

声は の うに  るのか？   ゼミ

  を減ら う   ゼミ

 距 選手と長距 選手の違い   ゼミ   
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全体説明資料 

   

   

   

   

   

       
   年  月  日

   

 生  出    に指定

され  に  して  さい 

    の方  方の  に

   に     さい 

  

   KC（探究活動）に    の 

 KC   にしている と

 中間発表会  力して しい と

                 

AIに     れる

10年から20年    働者の 7 の仕   Iに わ る

（              （201 ））

から   ろ  た 

                 

「 間にし    い」 力をい にして   の  

 会からの      年  総合 な探究の 間 の 修  

   力
テストの 数 偏差    る

    力
 体 ・ RI （   く ）
 造 ・   ・ 同    

  に  し  て びてい 力
探究の時間  さに  を   時間

         
                          

  教育  「  を るし       しい  の育成」

自然科学・人文科学・ 会科学を問わ  広く科学  考  会をリード る

         の育成

KC   と る生 の 

 自ら  をかいて       ータを  る（  者から生産者 ）

  き めて考  く（ス シャリストになる）

   を  て たなアイデアを  に生み  （         になる）

         
                          

KC   と る生 の 

 自ら  をかいて       ータを  る（  者から生産者 ）

  き めて考  く（ス シャリストになる）

   を  て たなアイデアを  に生み  （         になる）

 合  探究の時間「KC」

  探究
   たい と を る

  年 同  
（  の）  を生か 

高い  設定
1年次 000    1 000 

        

           

       
       

     「   い」「  る」「  の る」テーマを探し 
           ータの  を進  

        

KC   と る生 の 

 自ら  をかいて       ータを  る（  者から生産者 ）

  き めて考  く（ス シャリストになる）

   を  て たなアイデアを  に生み  （         になる）

 れ け の に    と   ているの 

             

 良い発表  発表者と      て作  げる の

 良い 問  発表の  を らに引き   問

良い 問はほかの  のために なる

発表 のポ   

          に る 

 考 た とを論理 に  

 面 いポイントを  に  る

  のポ   

  い 問を る 

 発表の論理の流 を かむ

 探究を面  る
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 良い発表  発表者と      て作  げる の

 良い 問  発表の  を らに引き   問

良い 問はほかの  のために なる

 い 問

1   に 問 る

2 理  きなか た とを 問 る

  本    体 な 問を る

  論理  考に  く 問を る

    問

1  手を らせる けの 問

2   な 問

  論    ている 問

               

 発表を 剣に く

 発表者の  に   う 面  る 

 自分 わか た と/わからなか た とを 理 る

 い 問   の     生 れ い

発表 の     の      る

                

    け 剣に発表を いて わからない と  る

  わからない と  わか た  分 の   わか ていない

（と     わか ていない と  らわか ていない）

「    い と」     の   

  を  て 問して る

            

    実   の  （ 提の  ）

 声 小 い/スライド 小 いの  う  説明 てく 

  に いて べていた  の定 は か？

  の定 はわか たの     る 体 と  ない 体 を  て

  の 体 はわか た     ・   に うと ういう と？

            

    実   の  （  と  の  ）

   を行 た と べていた   う   体 に説明 て

    からB と べていた   の理 を う  説明 て

 R は？ 論は？

             

 実  一 進  発表の 力を深 る 問

    には  正 い うに う    からは は 定  る 

 の うに理     いか？

  に いて べてく た  世間 は    題にな ている 

 なたの探究を   ると  に いて    るか？

            

発表 の  の 合 さを  る 問

  なたは と べた    ない   る

    からB と べた      て Bになるとは限らない

（ なたの 張には反   る）

  なたの 張は  に知ら ている法則と   る

  なたの 論を   ると という 論になる  か  という 論

は め たい（ 理法  前 となる なたの 張は か い）

   

 問    ポイントを   て良い 問を きる うに  う 

 い 問

1   に 問 る

2 理  きなか た とを 問 る

           問を る

  論理  考に  く 問を る

   

   

       

  を  

      

 の と         中  ー にてスライド発表

中    を通    ラー ングストリート  会場  動

  ントシートを   て    

   の方   い い  発表に    をお いし   
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中間発表会 仕事分担表 

 

① 時程（再掲） 

昼休み 会場準備(生徒) 

保護者受付 

１２：５５ 大ホールにて全体説明 

１３：３０ 小/中アリーナへ移動 

１３：４０ A グループ発表開始（発表 10 分＋質疑応答 5 分） 

１３：５５ 次の発表者へ交代（交代時間 1 分） 

１３：５６ B グループ発表開始（発表 10 分＋質疑応答 5 分） 

１４：１１ 次の発表者へ交代（交代時間 1 分） 

１４：１２ C グループ発表開始（発表 10 分＋質疑応答 5 分） 

１４：２７ 次の発表者へ交代（交代時間 1 分） 

１４：２８ D グループ発表開始（発表 10 分＋質疑応答 5 分） 

１４：４３ 次の発表者へ交代（交代時間 1 分） 

１４：４４ E グループ発表開始（発表 10 分＋質疑応答 5 分） 

１４：５９ 次の発表者へ交代（交代時間 1 分） 

１５：００ F グループ発表開始（発表 10 分＋質疑応答 5 分） 

１５：１５ 発表終了、以降片付け 

保護者・来校者の見学はここまで 

１５：３０ 授業終了、各 HR にて SHR 
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② 仕事 

小/中アリーナ開錠  （  ） 

大ホール開錠・準備  （  ） 

保護者受付用テーブル等準備 （  ）（ 各ゼミより 1 名ずつ ） 

印刷物準備   （  ） 

ディスプレイ準備・片付け （ 各ゼミより 1 台につき 2 名ずつ ） 

    ゼミごとに担当するディスプレイを別表に提示 

小/中アリーナ準備  （ 福部 ）（ 各ゼミより 2 名ずつ） 

    ・スリッパを事務室より借りる 

    ・掃除 

    ・配線/タイマー運び込み（延長用ドラム準備） 

    ・コメントシート配備 

    ・各種掲示物掲示 

雑務・全体指示  （  ）（ ゼミより 2 名 ） 

    ・バインダー運び込み 

    ・延長ケーブル運び込み 

ディスプレイ割り振り 

201 教室・5 台  （吉岡ゼミ 2 名）（村田ゼミ 2 名） 

    （野田ゼミ 2 名）（丹ゼミ 2 名）（堀ゼミ 2 名） 

202 教室・5 台  （鶴田ゼミ 2 名）（矢野ゼミ 2 名） 

    （柏原ゼミ 2 名）（福部ゼミ 2 名）（土田ゼミ 2 名） 

203 教室・2 台  （吉岡ゼミ 2 名）（村田ゼミ 2 名） 

204 教室・2 台  （野田ゼミ 2 名）（丹ゼミ 2 名） 

205 教室・2 台  （堀ゼミ 2 名）（鶴田ゼミ 2 名） 

206 教室・2 台  （矢野ゼミ 2 名）（柏原ゼミ 2 名） 

３A 教室・1 台  （福部ゼミ 2 名） 

３B 教室・1 台  （土田ゼミ 2 名） 

４A 教室・1 台  （吉岡ゼミ 2 名） 

４B 教室・1 台 代用品 （村田ゼミ 2 名） 

５A 教室・1 台  （野田ゼミ 2 名） 

５B 教室・1 台  （丹ゼミ 2 名） 

 

備考 

先生方の仕事の割り振りはこちらで決めてしまいました。不都合あればお申し付けくだ

さい。5 限に通常授業のある先生方は授業の方を優先してください。 

生徒については授業変更を行います。（担当者には夏休み中に通知済み。再通知します。） 
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11 月 6 日 KC 案 

・直近の予定 

日付 時

間 

1 年次 2 年次 場所 担当 

11 月 6 日(木) 6 

限 

グローバル講演会 修学旅行事前指導   

11 月 13 日

(木) 

6 

限 

アントレプレナー 進捗報告 HR 教室 

 

担任・副担 

11 月 20 日

(木) 

6 

限 

ゼミ活動・進捗報告 HR 教室 

＋20 系 

ゼミ担当 

11 月 27 日

(木) 

6 

限 

月曜日課   

12 月 4 日(木) 6 

限 

ゼミ活動・進捗報告＋冬休みに向けて HR 教室 

＋20 系 

ゼミ担当 

12 月 11 日  期末考査   

12 月１８日

(木) 

 午前授業＋探究レポート④締め切り 

 

  

・今後の予定 

① 各自探究活動の進捗管理 → 探究レポート④の設定 

② 12 月 25 日実施「県探究活動生徒発表会」について参加・見学の募集 

③ データの分析について 

＜目的＞ 

① 上記に示したように、中間発表後の授業時間が少ないです。そのため、生徒に課題を課

さなければ探究が進んでいかないと考えられるため上記日程で探究レポート④を課し

ます。オリジナルデータの収集とデータの分析を進めるように連絡します。（連絡はク

ラスルームを通じて行います。） 

② 12 月 25 日に日本薬科大学（伊奈町）にて行われる「県探究活動生徒発表会」に出展

できます。口頭発表 1 本、ポスター発表 3 本が出展できる予定です。また、昨年度も

希望者を見学のため引率しました。フォームにて発表に参加 or 見学の希望を募りたい

と思います。なお、発表は中間発表でこれはと思う物があればぜひ先生方から背中を押

していただければと思います。希望者が多い場合には、勝手ながら平林の方で選別して

出展させようと思います。 

③ データの分析について、資料を作成しました。3 学期に授業のどこかでまとめて指導

できればと考えていますが、クラスルームに配信しておこうと思います。生徒は 1 年

次生も含めて数学の授業で学習した内容を踏まえた物になっています。生徒も教員も

質問があれば平林までどうぞ。ご意見も頂戴できればと思います。 
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・生徒持ち物 

 

・事前準備 

2 学期の予定表（平林） クラスルームに配信します。 

探究レポート課題設定（平林） クラスルームに設定します。 

県探究活動発表会参加・見学希望調査（平林） クラスルームに配信します。 

データの分析について（平林） クラスルームに配信します。また、デスクトップ>教職員

授業共有>全日制共有>一貫生>探究活動のためのデータ分析.pdf が該当資料になります。セ

ットで、演習用ダミーデータも作成済みですのでご覧ください。 

 

・補足 

 

・活動例  

 

不明点等ありましたら平林までお気軽にお声がけください。 
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探究活動のためのデータ分析講座（配布資料） 
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11 月 6 日 KC 生徒連絡事項 

・直近の予定 

日付 時

間 

1 年次 2 年次 場所 担当 

11 月 6 日(木) 6 

限 

グローバル講演会 修学旅行事前指導   

11 月 13 日

(木) 

6 

限 

アントレプレナー 進捗報告 HR 教室 

 

担任・副担 

11 月 20 日

(木) 

6 

限 

ゼミ活動・進捗報告 HR 教室 

＋20 系 

ゼミ担当 

11 月 27 日

(木) 

6 

限 

月曜日課   

12 月 4 日(木) 6 

限 

ゼミ活動・進捗報告＋冬休みに向けて HR 教室 

＋20 系 

ゼミ担当 

12 月 11 日  期末考査   

12 月１８日  午前授業＋探究レポート④締め切り   

・今後の予定 

④ 各自探究活動の進捗管理 → 探究レポート④の設定 

⑤ 12 月 25 日実施「県探究活動生徒発表会」について参加・見学の募集 

⑥ データの分析について 

＜目的＞ 

④ 上記に示したように、中間発表後の授業時間が少ないです。探究活動を積極的に進めて

もらうため、上記日程で探究レポート④を課します。オリジナルデータの収集とデータ

の分析を進めましょう。 

⑤ 12 月 25 日に日本薬科大学（伊奈町）にて行われる「県探究活動生徒発表会」に出展

できます。口頭発表 1 本、ポスター発表 3 本が出展できる予定です。また、昨年度も

希望者を見学のため引率しました。フォームにて発表に参加 or 見学の希望を募りたい

と思います。なお、発表は中間発表でこれはと思う物があれば先生方から声を掛けま

す。希望者が多い場合には、勝手ながら平林の方で選別して出展します。 

⑥ データの分析について、資料を作成しました。3 学期に授業のどこかでまとめて指導

できればと考えていますが、クラスルームに配信しておこうと思います。生徒は 1 年

次生も含めて数学の授業で学習した内容を踏まえた物になっています。生徒も教員も

質問があれば平林までどうぞ。 

すぐにやってほしいこと 

・県探究活動生徒発表会希望調査への回答 

・出展を希望 or 勧められた生徒はスライド・ポスターの作成（12 月上旬締め切り） 
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11 月 13 日 KC 案 

 

・直近の予定 

日付 時

間 

1 年次 2 年次 場所 担当 

11 月 13 日

(木) 

6 

限 

アントレプレナー 進捗報告 HR 教室 

 

担任・副担 

11 月 20 日

(木) 

6 

限 

ゼミ活動・進捗報告 HR 教室 

＋20 系 

ゼミ担当 

11 月 27 日

(木) 

6 

限 

月曜日課   

12 月 4 日(木) 6 

限 

ゼミ活動・進捗報告＋冬休みに向けて HR 教室 

＋20 系 

ゼミ担当 

12 月 11 日  期末考査   

12 月１８日  午前授業＋探究レポート④締め切り   

・今後の予定 

① 各自探究活動の進捗管理 

＜目的＞ 

① 中間発表後初めての活動です。（時間がずいぶん空いてしまいましたが）中間発表会で

のコメントや意見をもとに、12 月に提出する探究レポートに向けてオリジナルデータ

収集の方法を考えさせる。 

また、3 学期からは論文及びポスターの作成を始める。2 年次生は 1 万 8 千字に耐え

うるデータや考察の信頼性を高めてほしい。 

・生徒持ち物 

PC、フラットファイル、学びの技 

・事前準備 

無し  

・補足 

12 月 25 日の探究活動発表会は 11 月 11 日午前時点で 3 名の発表希望者と 2 名の見学

希望者が出ています。1 年生はいまのところ参加者 0 名です。見学の申し込みはまだまだ

大丈夫ですので、先生方からもプッシュしてみていただければと思います。 
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・活動例  

簡易的ではありますが… 

① 今後のスケジュールの確認（以前クラスルームにアップされている今後の予定につい

ての紙をみて、総探係に答えさせる？） 

② 3 学期以降の予定として、ポスター発表会 3 月、最終論文 1 万 8 千字相当の作成が控

えていることのリマインド 

③ 近くの生徒と 3～4 人で組んで中間発表を踏まえて次の探究レポートに向けて集めな

ければならないオリジナルデータと、その収集法を検討する。 

④ データの分析をして、自分の考えの信頼性を高める（クラスルーム内の資料を参照） 

 

基本的には、個別に生徒に声をかけていただき進捗状況を聞きながら 2 学期後半の活動が

全くないという状況にならないように生徒の背中を押していただければと思います。 

 

不明点等ありましたら平林までお気軽にお声がけください。 
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11 月 20 日 KC 案 

・直近の予定 

日付 時

間 

1 年次 2 年次 場所 担当 

11 月 20 日

(木) 

6 

限 

ゼミ活動・進捗報告 HR 教室 

＋20 系 

ゼミ担当 

11 月 27 日

(木) 

 月曜日課   

12 月 4 日(木) 6 

限 

ゼミ活動・進捗報告＋冬休みに向けて HR 教室 

＋20 系 

ゼミ担当 

12 月 11 日  期末考査   

12 月１８日  午前授業＋探究レポート④締め切り   

・今後の予定 

① 探究活動の進捗管理（今後のスケジュールの確認・データ収集について・問いと検証の

対応の確認） 

＜目的＞ 

① かなり久々のゼミ活動になります。直近の提出物としては 12 月 18 日の探究レポー

ト④があり、そのあとは順次論文ポスター作製に移ります。特に 1 年生は冬休み終了

までに集めたデータで 8,000 字相当の論文を作成することになります。今年度の結論

を導くためにはどんなデータを集める必要があるのかしっかりと考えさせてください。 

また、ここまでに集めたデータが現在の問いに対応しているかも考えさせてみてくだ

さい。集めたデータから直接言えることと問いが対応していない場合には追加でどの

ようなデータを集めるか、あるいは問いを修正するかを検討させていただければと思

います。 

・生徒持ち物 

PC、フラットファイル、学びの技 

・事前準備 

WS ・2 学期後半の活動について（平林） 当日朝までにクラスボックスにご用意します。 

マトリックス用紙（平林） 活動例記載の場所にファイルを格納しておきます。 

・補足 

12 月 25 日の探究活動発表会は 2 年内田・大村・小暮、1 年高木が発表者として参加の予

定です。見学の申し込みはまだまだ大丈夫ですので、先生方からもプッシュしてみていただ

ければと思います。 

また、1 月 31 日に都立大で行われる高校生の探究活動の発表会もございます。もし発表の

機会を…と思っている生徒がいましたら生徒にお声がけください。参加希望者は平林で集

約しようと思います。 
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・活動例  

あくまでも一例として挙げさせていただきます。先生方の裁量で進めていただければと思

います。なお、今回の活動例で実施する際にはマトリックス用紙と付箋が必要になります。

用紙のデータは デスクトップ>教職員授業共有>全日制共有>一貫生 内にマトリックス用

紙のファイル名で格納しておきます。各先生方で印刷の上ご利用ください。 

困りごとを解消しよう 

1. イントロ（5 分） 

今後の流れを簡単に説明。要点は①12 月 18 日の探究レポート、②1 年は年度末に

8000 字相当の論文、2 年は来年 6 月までに 18000 字相当の論文、③1・2 年共

通で 3 月にポスター発表が控えている。の 3 点。これらに備えてしっかりとデータ

収集のために動き出すことが必要不可欠であることを（繰り返しになるが）伝える。 

2. 活動の説明（5 分） 

以下の流れで今日の活動を進めることを説明する。 

① 4～5 人程度のグループを作成 

② それぞれが KC で困っていることを 1 枚の付箋に 1 個記入（付箋は数枚渡す） 

③ 付箋をマトリックス用紙に張り付ける 

④ 下図のマトリックスのうちエリア１→エリア 2→…の順にグループで相談する 

⑤ 最後に今後に向けてやらなければならないことを決め、ＷＳに記入する 

 

補足として、以下の視点で自身の探究活動を振り返ってみて困りごとを探させる。 

⚫ 中間発表のコメントを振り返る（参考にするが受け入れないのもＯＫ） 

⚫ 論文ではデータを処理する（すなわち自説の信憑性の向上）必要があること 

⚫ これまで集めたデータから問いの答えが得られるかの吟味 

3. 個人で困りごと記入（5 分） 

4. マトリックスのエリア番号の若いところからグループ内で相談（２０分） 

5. 今後の自身の活動をＷＳに記入（5 分） 

 

4．の活動がすぐ終ってしまうグループも予想されます。その際には、「どんなデータ処

理を行うか？」「信憑性向上のため比較するデータが必要では？」など声がけをしてみて

ください。学びの技 P.83 が声がけの参考になるかと思います。Before・after を示す/

比較対象を示す などはテーマを問わず声がけしやすいかと思います。 



95 

 

R7 WS・2 学期後半の活動について  

 

   年   組   番 氏名           

1. 今後の予定（おさらい） 

日付 時

間 

1 年次 2 年次 場所 担当 

11 月 20 日

(木) 

6 

限 

ゼミ活動・進捗報告 HR 教室 

＋20 系 

ゼミ担当 

11 月 27 日

(木) 

 月曜日課   

12 月 4 日(木) 6 

限 

ゼミ活動・進捗報告＋冬休みに向けて HR 教室 

＋20 系 

ゼミ担当 

12 月 11 日  期末考査   

12 月１８日

(木) 

 午前授業 

＋探究レポート④締め切り 

  

12 月 25 日  県探究活動生徒発表会（発表・見学） 日薬大 

（伊奈町） 

引率：平林 

2. 論文ポスター作製に向けてのポイント 

今後の論文作成・ポスター作製にむけて自身の探究活動を振り返ろう！ 

視点１ これまで集めたデータから問いの答えが得られるか？ 

データの収集範囲/収集方法（実験方法やアンケートの聞き方）を振り返ろう 

視点２  集めたデータの処理は適切だろうか？（or どんな処理をするのが良いか？） 

上記の視点を踏まえつつ、探究活動の困りごとを書き出してみよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 探究レポート提出までにやること 
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12 月 4 日 KC 案 

 

・直近の予定 

日付 時

間 

1 年次 2 年次 場所 担当 

12 月 4 日 

(木) 

6 

限 

ゼミ活動・進捗報告＋冬休みに向けて HR 教室 

＋20 系 

ゼミ担当 

12 月 11 日  期末考査   

12 月１８日  午前授業＋探究レポート④締め切り   

12 月 25 日

(木) 

 県探究活動生徒発表会 日薬大 平林 

1 月 15 日(木) 6 

限 

論文を書こう！ 大ホール 平林 

・今回の活動 

① 探究活動の進捗管理 

＜目的＞ 

① 各ゼミで探究活動の確認をしてください。この時期の確認事項としては、「レポート提

出に向けてオリジナルデータ収集は進んでいるか？」「集めたデータの分析は進んでい

るか？」「各学年での論文執筆に耐えうる質と量が伴った探究活動の進捗になっている

か？」などがあります。当初予定では冬休みに向けてという予定でしたが、直近のレポ

ートの完成度を高めることに力を注いでもらえればと思います。また、データ収集が順

調に進んでいる生徒に対しては外部での発表へと生徒をプッシュしてもらえればと思

います。生徒のポスターや論文作成へのモチベーションにつながればと考えています。 

様々な分野ごとに発表の場所があるかと思いますが、一例として都立大の探究活動発

表会のお知らせを先生方にお配りします。分野を問わないので生徒に紹介しやすいと

思います。 

・生徒持ち物 

PC、フラットファイル、学びの技 

・事前準備 

無し 

・補足 

なし 
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・活動例  

あくまでも一例として挙げさせていただきます。先生方の裁量で進めていただければと思

います。 

探究進捗報告 

 

１．探究レポート提出に向けて前回提出から新たに集めたデータがあるかどうか全体に

問いかける。 

集められている生徒がいれば、2、3 名を選びゼミのメンバー全員に向けて簡単に報告さ

せる。 

（生徒は椅子のみで円形に配置させ、発表者は起立して発表。発表内容は①問い②オリジ

ナルデータ収集の方法③オリジナルデータから知りたいこと④データ収集の結果、の 4

点で OK） 

 

２．各自でレポート作成を進める。すでに終わっている生徒に対しては論文執筆に向けて

参考文献や、参考にしたサイトの一覧を作るなど進めておくとよい作業を促し、作業させ

る。 

 

３．進捗状況が芳しくない生徒を個別に声がけし、レポートへ向けての活動を進めさせ

る。また、陳勅が良い生徒へは外部への発表を促す。 

 

不明点等ありましたら平林までお気軽にお声がけください。 
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1 月 15 日 KC 案 

 

・直近の予定 

日付 時間 1 年次 2 年次 場所 担当 

1 月 15 日(木) 6 

限 

論文執筆ガイダンス 

・なぜ論文を書くのか 

大ホール 平林 

1 月 22 日(木) 6 

限 

課題設定講演

会 

論文執筆 HR 教室 担副 

1 月 29 日(木) 6 

限 

進路講演会  土田 

2 月５日(木) 6 

限 

ゼミ・論文作成 

or ポスター作製について 

HR 

＋20 系 

ゼミ担当 

2 月１2 日(木) 6 

限 

ゼミ・論文ポスター作成 HR 

＋20 系 

ゼミ担当 

2 月１9 日(木) 6 

限 

ゼミ・論文ポスター作成 HR 

＋20 系 

ゼミ担当 

3 月 16 日(月) 午前 探究の日（ポスター発表）   

3 月 30 日(月)  1 年次 8,000 字論文提出   

 

・今回の活動 

① 論文を書くことについてのガイダンス 

 

＜目的＞ 

なぜ論文を書くのかについての話をし、論文執筆に気持ちを向かわせる。また、論文執筆の

ために基本的な流れや注意すべきポイントについて話をします。 

 

・生徒持ち物 

PC、フラットファイル、学びの技 

 

・事前準備 

スライド資料（平林） 印刷してお配りします。 

データ版は教職員授業共有＞全日制共有＞一貫生 内にあります。 

3 学期ルーブリック  クラスルームに配信します。 

座席表(平林)     前日までにご用意します。中学生と混合の座席にしたいです。 

R7_KC 最終レポートについて クラスルームに配信します。 
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・補足 

①今回は中学 3 年生も参加します。今年度は中学 3 年 4,000 字、高校 1 年 8,000 字、

高校 2 年 18,000 字(高 2 の締め切りは 6 月ごろ)の予定です。最終的な 18,000 字に

向けて必要なことにくづいてもらえるよう話をできるように努めます。 

②1 月中は行事が入ってくるため KC の回数は少ないです。生徒も締め切りが遠いため論

文に手を付けないことが想定されます。先生方から時々お声がけいただければと思いま

す。また、2 月は論文とポスターの作成の予定です。ポスター作製については、論文が書

き進められていればレイアウトしていくことで作成できるというスタンスで説明します。

ポスター発表会の細かい形式については詳細案が出来上がり次第ご提示します。 

 

・活動例  

なし 

 

不明点等ありましたら平林までお気軽にお声がけください。 

 

  



100 

 

スライド資料 
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KC 学年末ルーブリック表 

（注）学期末時点での問いや、レポートについて評価する。 

 １．問いの設定について ２．オリジナルデータの収集 

(1)主体性・計画性 

２．オリジナルデータの収集 

(2)妥当性 

視点 ・誰が読んでもわかる明確

な問いになっているか。 

・各回の探究レポートにお

ける問いで、良い問いの 3

要素「できる」「やりたい」

「意義がある」について検

討しているか。 

・レポートの中で検証手法

に正対した問いであるか。 

・問いを解決するために主

体的・計画的に行動を起こ

しているか。 

・量的データ収集の場合は

十分な数のデータを収集

できているか。 

・質的データ収集の場合に

は反論や他の可能性を考

慮した解釈に足るデータ

数の収集ができているか。 

・問いと整合性のあるデー

タ収集が行えているか。 

・量的データ収集の場合は

実行可能性と問いの解決

可能性を兼ね備えている

か。 

・質的データ収集の場合は

資料による情報や視点の

偏りが少ないものである

か。 

A 段階 問いが明確で、検証手法は実

行可能性が検討されており、

問いと検証に整合性がある。

また、問いの 10 歩 20 歩先

にどのような社会的・学術的

意義があるか説明できる。 

計画的にデータ収集を行い、

問いを解決するに足るだけ

のデータを収集することが

できた。 

(予想と反する結果となって

も)問いの解決に寄与する結

果を得られるデータ収集を

実行できた。 

B 段階 問いが明確で、実行可能な検

証手法について検討されて

おり、問いと検証に整合性が

ある。 

計画的にデータ収集を行っ

たが、問いの解決に一定程度

めどは立つものの必要十分

なデータ収集でなかった。 

(予想と反する結果となって

も)問いの部分的な解決が可

能なデータ収集を実行でき

た。 

C 段階 問いが明確だが、実行可能な

検証手法について模索して

いる最中である。 

データ収集を行ったが、見通

しが甘く問いの解決に寄与

するだけのデータを収集で

きなかった。 

問いと整合性のあるデータ

は集まらなかったが、予備調

査として次のデータ収集に

生かすことのできるデータ

が集まった。 

D 段階 問いが不明確で、検証手法に

ついて暗中模索している。 

データ収集を行わなかった。 問いとの整合性のあるデー

タ収集を行うことができな

かった。 

自己評価  
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 ３．ファシリテートの技能 

(建設的な議論の技能) 

４．発表の技能 5．論文ポスター制作の技能 

視点 ・ゼミや発表会の場面で他者

の探究内容に対して意見

や考えを引き出すことが

できたか。 

(大人でも難しい。ほめるだ

けでなく、ダメ出しだけでも

ない形で意見交換ができれ

ばよい。) 

・ゼミ活動や発表会におい

て聴衆にわかりやすい資

料を提示できたか。 

・自身の活動内容を十分に

要約したものになってい

るか。 

・指定されたルールを守り

レポート、論文、ポスター

を制作した。 

・制作物ごとに適正な構成

を満たしている。 

・要旨について指定された

文字数で必要十分な内容

で執筆されている。 

A 段階 それぞれの場面において相

手の発言によく耳を傾け、ア

ドバイスや相手の言語化で

きていなかった考えを整理

させるような質問をできた。 

ゼミ活動や発表会において

図表やグラフを適切に活用

して自身の探究内容を聴衆

に十分に説明することがで

きた。 

制作物の構成が適正で、指

定されたルールをすべて満

たしている。 

的確でわかりやすい要旨を

指定された字数の範囲で執

筆している。 

B 段階 それぞれの場面において相

手の発言によく耳を傾け、ほ

かの聴衆や自身の理解を深

めるような質問ができた。 

ゼミ活動や発表会において

図表やグラフを利用して自

身の探究内容を聴衆に説明

することができた。 

(資料不足により部分的に伝

わり切らない点があった。) 

制作物の構成は適正である

が、一部ルールを満たして

いない。 

あるいは、要旨が論文全体

の内容を適切にまとめ切れ

ていない。 

C 段階 それぞれの場面において相

手の発言によく耳を傾け、ア

ドバイスや発表の理解を促

す質問をするよう努めた。 

ゼミ活動や発表会において

自身の探究内容を聴衆に説

明することができた。 

(説明不足や発表姿勢が要因

で部分的に伝わらない点が

あった。) 

制作物の構成は適正である

が、一部ルールを満たして

いない。 

かつ、要旨が論文全体の内

容を適切にまとめ切れてい

ない。 

D 段階 発表に真摯に耳を傾けず通

り一遍の質疑応答を行った。 

発表を行わなかった。 適正な制作物を作成してい

ない。 

自己評価  

 

  

 

 



105 

 

課題研究論文の様式について 

ページ設定 Ａ４判縦 横書き 

上下左右マージン 20ｍｍ 

МＳ明朝 11POINT 

４０字 ４５行 本文は二段組み 

ファイル名 R7_組_出席番号_「タイトル」（例）R7_11_42「タコの知性について」 

 

タイトル 中央揃え MS ゴシック 14POINT 

サブタイトル 中央揃え MS ゴシック 12POINT 

（一行空け） 

研究者氏名 中央揃え MS ゴシック 11POINT 

「川口市立高等学校」に続き、全員のフルネームを記載 

姓と名の間は半角スペース、人物間は全角スペース 

（例）川口市立高等学校 ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○○ 

（一行空け） 

要旨 左揃え MS 明朝 11POINT 

横書きテキストボックス 文字列の折り返しは「四角形」 

（一行空け） 

本文  左揃え  MS 明朝 11POINT 二段組み 

1. ←半角数字＋半角ドット    新たな章は前一行空け 

(1)  ←半角かっこ＋半角数字＋半角かっこ＋半角スペース ぶら下げ１字 

 ① ←全角スペース＋丸数字＋半角スペース   ぶら下げ 1.5 字 

表 揃え不問 フォント不問 文字列の折り返しは「四角形」 

表の上部に「表」＋「半角通し番号」     （例）表 12 

図 揃え不問 フォント不問 文字列の折り返しは「四角形」 

図の下部に「図」＋「半角通し番号」     （例）図 12 

脚注 左揃え MS 明朝 11POINT 上付き 

本文中 半角大かっこ＋半角数字＋半角大かっこ（例）[12] 

引用文献 左揃え MS 明朝 11POINT 上付き 

本文中 半角数字＋半角かっこ        （例）12) 

論文末 引用文献一覧を掲示 

半角数字) 著者名,「論文名」,出版社名,（発行年）,ページ 

（例）12)川口春奈,「川口について」,川口書房,（2024）,p19 

上記の脚注・引用の仕方は一例である。詳細については後述する。  



106 

 

1. 確認すべき事項 

1.1. 文章の書き方 

 論文全体で一貫した階層構造のもと章や節を分けているか 

 文法的に適切であるか 

 段落分けは適切か 

 段落の最初は字下げされているか 

 一文の長さは適切か 

 主語述語のねじれはないか 

 言葉の修飾関係は明快か 

 意味が広く、曖昧な単語は避けているか 

 堅さのある書き言葉か 

 だ・である調に統一されているか 

 英数字は半角に統一されているか 

 誤字脱字はないか 

 コンマピリオド（,.）コンマ句点（,。）読点句点（、。）のいずれかで統一しているか 

1.2. 図表・文献等について 

 数値には単位がついているか 

 図表についての説明が本文中にあるか 

 引用した図表には出典がついているか 

 引用が孫引きになっていないか 

 図表に通し番号がついているか（番号はずれていないか） 

 図表にタイトルは付いているか 

 図表のタイトルの位置は統一されているか 

 グラフの種類は適切か 

 グラフには軸名・単位・目盛りはついているか 

 図表は白黒でも読み取れるように線種の選択や網掛けを行っているか 

 図表はカラーでも読み取りやすい配色になっているか 

 他者の表現、データを引用した部分とオリジナル部分は明確に分けられているか 

 他者の表現、データを引用した部分に注がつき、引用・参照の仕方は統一しているか 

 参考文献リストの書き方は統一されているか 

 引用・利用した文献は参考文献リストに載っているか  
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引用・参照について 

2.1. 引用の方法 

以下では、論文における引用の方法をいくつか示す。引用した文献の詳細を記載する方法

は後述する。 

①間接引用 

⚫ 引用元の文献を要約する（著者の意図を改変しないように注意） 

⚫ 引用の前後で引用部分を区別できるようにする 

⚫ 引用の終わりに（）で著者の姓、出版年、該当ページ（要約に用いた部分）を記載する 

（参照の方法はいくつかあるので後述する） 

数学ⅠA で学習する分散は偏差の 2 乗平均で定義される。しかし統計分野の書籍を見る

と、標本から母集団の分散を求める際には標本のデータ数 n ではなく n-1 で割った方

が統計理論上望ましい推定値になるとされている（白砂 2016、pp39）。 

 

②直接引用（短文） 

⚫ 引用部分を「」でくくる 

⚫ 引用の終わりに（）で著者の姓、出版年、該当ページ（要約に用いた部分）を記載する 

（参照の方法はいくつかあるので後述する） 

標本から母集団の様子について知ろうとするとき、「n-1 で割った方が統計理論上より

望ましい推定値になる」（白砂 2016、pp39）とされる。 

 

③直接引用（長文） 

⚫ 引用部分の前後を１行ずつ空けて、自分の文章から独立させる 

⚫ 引用部分全体を２文字程度、字下げする 

⚫ 引用の終わりに（）で著者の姓、出版年、該当ページ（要約に用いた部分）を記載する 

（参照の方法はいくつかあるので後述する） 

…そのため我々が実際に求めることができる標本の分散は母集団の分散の推定値でしか

ない。この点について実用の世界では、 

 

証明は複雑になるので省略するが、標本
・ ・

の分散を計算することによって、母集団
・ ・ ・

の分散

を知ろうとするとき、n-1 で割った方が統計理論上より望ましい推定値になる（白砂 

2016、pp39） 

 

とされている。そこで、今回の統計処理にあたっては… 

<注>直接引用では、引用元の文章を「一文字も変えずにそのまま」利用すること。 
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2.2. 文献の参照方法 

文献リストからの参照方法については、分野によっていくつかの方式がある。自然科学

系においてはバンクーバー方式、人文・社会科学系においてはハーバード方式を用いるこ

とが多い。参照の形式は論文中で一貫した方式をとること。 

2.2.1.  バンクーバー方式 

文献リストでは、本文中の参照順に文献をあらかじめ並べておき、本文中では出典を示

したい記載に番号を付す。 

…クラスター代数は Fomin-Zelevinsky によって導入された.Musiker-Williams[1]では

2 本の曲面上の弧に対するクラスター変数の間にスケイン関係式が成り立つことが示

された.Nagai-Terashima[2]では祖先三角形に対応するクラスター変数がパスと重

みを用いることで得られることが示された.… 

 

[1] Gregg Musiker, Lauren Williams. Matrix formulae and skein relations for 

cluster algebras from surfaces. Int. Math. Res. Not. IMRN 2013, no. 13, 

2891–2944. 

[2] Wataru.Nagai, Yuji.Terashima. Cluster variables, ancestral triangles and 

Alexander polynomials. Adv. Math. 363 (2020), 106965, 37 pp. 

[1]の代わりに上付き丸かっこ 1)で番号を付すこともある。 

…クラスター代数は Fomin-Zelevinsky によって導入された.Musiker-Williams1)では… 

 

1) Gregg Musiker, Lauren Williams. Matrix formulae and skein relations for 

cluster algebras from surfaces. Int. Math. Res. Not. IMRN 2013, no. 13, 

2891–2944. 

 

2.2.2.  ハーバード方式 

文献リストでは、著者名の五十音もしくはアルファベット順（同著者の文献は出版年、

タイトルの順）に文献をあらかじめ並べておき、本文中では出典を示したい記載に著者姓

（著者が 2 名の場合は「佐藤・鈴木」や 3 名以上の場合は「佐藤ら」）と年号（同著者が

同一年に発行した異なる文献を引用する場合、年号の後にアルファベットを付す）を示

す。年号が不明な場合は n.d.と記す。  

しかし統計分野の書籍を見ると、標本から母集団の分散を求める際には標本のデータ数 n

ではなく n-1 で割ったほうが統計理論上望ましい推定値になるとされている（白砂 

2016、pp39）。 

 

白砂堤津耶『例題で学ぶ 初歩からの統計学』第 2 版、日本評論社（2016） 

宮川公男『基本統計学』第 3 版、有斐閣（1999） 
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著者名をアルファベットで略記して角括弧に入れたものをインデックスとする表記法も

ある。 

しかし統計分野の書籍を見ると、標本から母集団の分散を求める際には標本のデータ

数 n ではなく n-1 で割ったほうが統計理論上望ましい推定値になるとされている

[ST01]。 

 

[ST01]白砂堤津耶『例題で学ぶ 初歩からの統計学』第 2 版、日本評論社（2016） 

[MK01]宮川公男『基本統計学』第 3 版、有斐閣（1999） 

 

2.3. 文献リストの作成 

2.3.1.  書籍の情報 

書籍の場合は、著者名（複数の場合はハーバード方式に倣う）、（訳書の場合は）訳者

名、書名、（複数版出版されている場合は）版数、出版社、出版年が必須である。書籍の

奥付と照合することが望ましい。書籍内の特定の箇所のみ参照したい際は、ページ数を記

載する。昨今の書籍にはほぼ全て ISBN が振られているので、これを記載することは現代

的には極めて有効である。なお、和書名は一般に二重鍵括弧『』でくくられ、洋書名はイ

タリック体で表記される慣習がある。 

[1] 白砂堤津耶『例題で学ぶ 初歩からの統計学』第 2 版、日本評論社（2016） 

ISBN:978-4535557901 

[2] Nikolai Saveliev、Lectures on the Topology of 3-Manifolds、De Gruyter

（2011） ISBN:978-3110250350 

 

2.3.2.  論文の情報 

論文の場合は、著者名、題名、掲載雑誌名、掲載巻、掲載ページ、出版年が必須であ

る。昨今の論文は DOI という ID が振られているので、これを記載するのも現代的には有

効である．題名は和文の論文の場合は一重鍵括弧「」でくくられ、欧文の論文の場合はダ

ブルクォーテーション “”でくくられる慣習がある。 

[1]S.Fomin and A.Zelevinsky,“Cluster algebras I: Foundations”, J. Amer. Math. 

Soc. 15 (2002), 497–529. 

[2] 深沢百合子「沙流川流域カンカン 2 遺跡の金属製品の新解釈」『北海道考古学』(35), 

21-31, 1999-03 

 

2.3.3.  新聞の情報 

新聞は、社名、記事題名、掲載日、朝刊・夕刊の別が必須である。全国紙における地方

版の記事は、その旨明記も必要である。掲載ページを指定することもある。 

「国際学術会議会長に小谷氏」、『朝日新聞』、2021 年 10 月 22 日、朝刊 
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2.3.4.  ウェブページの情報 

原則として，ウェブページを出典とすることは避けるべきである。同一の内容を記載し

ている書籍や論文等をあたり、出典とすることが望ましい（J-STAGE などに掲載された

ウェブで閲覧できる論文については、論文としての文献情報を記入すればよく、URL や閲

覧日は不要である）。しかし、官公庁統計の生データなど、ウェブサイトでしか入手でき

ない情報を引用せざるをえないときは、著者名、ページタイトル、サイト名、URL および

閲覧日を記載する。特に閲覧日は必須である。 

[1]e-Stat 『 月 次 人 口 推 計 』 、 https://www.e-stat.go.jp/stat-

search/files?tclass=000001007603&cycle=1&year=20240&month=2410

1212、（2025.1.20 閲覧） 

 

参考文献 

[1]神戸大学付属中等教育学校『課題研究・卒業研究ハンドブック』 

https://www.edu.kobe-u.ac.jp/kuss-top/education/kp/index.html 

（2025.1.20 閲覧） 

[2] 千葉大学アカデミック・リンク・センター『文献を引用する』 

https://alc.chiba-u.jp/eyr/2020/03/16/03quote.html 

（2025.1.20 閲覧） 

 

  

  

https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?tclass=000001007603&cycle=1&year=20240&month=24101212
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?tclass=000001007603&cycle=1&year=20240&month=24101212
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?tclass=000001007603&cycle=1&year=20240&month=24101212
https://www.edu.kobe-u.ac.jp/kuss-top/education/kp/index.html
https://alc.chiba-u.jp/eyr/2020/03/16/03quote.html
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研究論文の書式（解説付きテンプレート） 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

～○○○○○○○○○○○○～ 

 

川口市立高等学校 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 

 

 

1.序論 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○（1） 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

2.研究方法 

(1) ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○（2）○○○○○○○○○○○○○ 

(2) ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

① ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○（表１） 

表１ ●●●●（平林,2025 より） 

     

     

     

② ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○（図１） 

 

図１ ●●●●（平林,2025 より） 

3.結果 

(1) ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

(2) ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

4.考察 

(1) ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

(2) ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

5.結論・今後の展望 

(1) ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

(2) ○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

6.謝辞 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

7.引用文献 

1) ○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

2) ○○○○○○○○○○○ 

 

 

 

 

  

0 2 4 6

カテゴリ 1

カテゴリ 3

要 旨 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○ 

タイトル MS ゴシック 14POINT 中揃え 

サブタイトル MS ゴシック 12POINT 中揃え 

・独自性を主張する、最初の重要なポイント 

・研究内容をわかりやすく、簡潔に 

・読みたいと思わせることが大切 

内容が想像できるもの（抽象的な表現は避ける） 

興味をひくもの （副題を活用してもよい） 

研究を行った人、全員の名前を記載 

研究の背景（目的） 

実験内容 

結果 

結論 

研究対象 

研究目的 

先行研究                                

自分の研究との関係 

実験に使用した装置 

薬品の種類 

実験手順、実験の回数 

実験条件 （量、温度、時間など） 

データ解析、データ処理の方法 

・実験手順をできるだけ詳細に記載する 

・第三者が実験を再現できるように 

・過去形で表現する 

・実験から得られたデータを過去形で書く 

・表やグラフを活用し、分かりやすくデータ

をまとめると効果的 

・実験装置などの写真は、図として示す 

・どのように考えて、結論を導いたのか 

・根拠とした測定値は、信頼できるのか 

・実験の問題点は何だったのか 

・表と図のそれぞれに通し番号をつけ、

番号で本文中に引用する 

・表や図には、必要な要素を記載する 

・出典を明示すること 

表は上に、グラフや写真などの図は下に

「通し番号」と「タイトル」 を書く 

研究の 「問い」 に対する 「答え」 を示す 

① 結果と考察をもとに、論理的に結論づける    

② 「疑問」 に対する 「結論」 になっているか 

③ 過去の研究と比較し、自分の見解の正当性、 

妥当性を主張する 

④実験の改良点 

⑤発展 ・ 応用の可能性 

・協力者の氏名（フルネーム）、所属機関 

・どういうことに協力していただいたか 

・学会や雑誌などが定める書式に従う 

・どこを引用したのかが分かるように、

本文中に記載、論文の最後に文献リスト 



 

112 

 

1 月 22 日 KC 案 

・直近の予定 

日付 時間 1 年次 2 年次 場所 担当 

1 月 22 日(木) 6 

限 

課題設定講演

会 

論文執筆 HR 教室 担副 

1 月 29 日(木) 6 

限 

進路講演会  土田 

2 月５日(木) 6 

限 

ゼミ・論文作成 

or ポスター作製について 

HR 

＋20 系 

ゼミ担当 

2 月１2 日(木) 6 

限 

ゼミ・論文ポスター作成 HR 

＋20 系 

ゼミ担当 

2 月１9 日(木) 6 

限 

ゼミ・論文ポスター作成 HR 

＋20 系 

ゼミ担当 

3 月 16 日(月) 午前 探究の日（ポスター発表）   

3 月 30 日(月)  1 年次 8,000 字論文提出   

・今回の活動 

⑦ 論文執筆（2 年のみ） 

＜目的＞ 

・前回のガイダンスをもとに論文を書き始めます。2 年次生の論文の締め切りは来年度の 6

月の予定ですが、18,000 字に足る探究ができているかといえば多くの生徒はまだまだだ

と思います。まずは書き始めてみて、どれだけ足りないのかに気づいてもらえれば良いと思

いますので、今回は時間いっぱい執筆時間とさせてください。 

なお、執筆している傍ら先生方で生徒に声がけしていただき進捗状況を確認していただけ

ればと思います。 

時間の最後に、足りない分は今からでもデータを集めるしかない旨お話しいただければと

思います。 

・生徒持ち物 

PC、フラットファイル、学びの技 

・事前準備 

なし 

・補足 

なし 

・活動例  

なし 
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2 月 5 日 KC 案 

 

・直近の予定 

日付 時間 1 年次 2 年次 場所 担当 

2 月５日(木) 6 

限 

ゼミ・論文作成 

or ポスター作製について 

HR 

＋20 系 

ゼミ担当 

2 月１2 日(木) 6 

限 

ゼミ・論文ポスター作成 HR 

＋20 系 

ゼミ担当 

2 月１9 日(木) 6 

限 

ゼミ・論文ポスター作成 HR 

＋20 系 

ゼミ担当 

3 月 16 日(月) 午前 探究の日（ポスター発表）   

3 月 30 日(月)  1 年次 8,000 字論文提出   

・今回の活動 

① 論文・ポスター制作 

＜目的＞ 

3 月のポスター発表に向けてポスターの準備を進めてもらいます。 

論文の中身（方法、結果、考察）を書き進めていけば、ポスターにレイアウトすることでポ

スター準備は手早く進むかと思います。 

まずは中身の言語化をきちんとすることをお勧めしていただければと思います。 

ゼミごとの裁量ではありますが、2 年次生に去年の論文とポスターのデータを使って見本

となる部分ともう少しよくできる部分について話をさせるとよいかもしれません。 

・生徒持ち物 

PC、フラットファイル、学びの技 

・事前準備 

ポスター制作について（平林）：ポスター制作のポイントをまとめた資料をアップします。

また、ポスターのひな形もアップしますのでそちらを利用させても構いません。  

・補足 

論文もポスターも図表を適切に使うことを心掛けるようにお声がけいただければと思いま

す。また、2 年次生にはデータの統計処理も最終論文では必須である旨お声がけください。 

処理の方法に困っている生徒は時間中でも平林まで質問に来させてください。なお、資料も

以前クラスルームにアップしてあります。 

・活動例  

なし 

不明点等ありましたら平林までお気軽にお声がけください。 
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ポスター制作について 
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2 月 12 日 KC 案 

 

・直近の予定 

日付 時間 1 年次 2 年次 場所 担当 

2 月１2 日(木) 6 

限 

ゼミ・論文ポスター作成 HR 

＋20 系 

ゼミ担当 

2 月１9 日(木) 6 

限 

ゼミ・論文ポスター作成 HR 

＋20 系 

ゼミ担当 

3 月 16 日(月) 午前 探究の日（ポスター発表）   

3 月 30 日(月)  1 年次 8,000 字論文提出   

・今回の活動 

① 論文・ポスター制作 

＜目的＞ 

前回の続きです。 

・繰り返しになりますが、論文の中身にあたる「方法」「結果」「考察」を言語化するところ

から進めること。 

・「結果」は図表を用いて整理すること。（2 年次生は統計処理まですること） 

以上 2 点を声をかけながら生徒に作業をさせてください。 

・生徒持ち物 

PC、フラットファイル、学びの技 

・事前準備 

なし 

・補足 

前回同様に、処理の方法に困っている生徒は時間中でも平林まで質問に来させてください。

なお、資料も以前クラスルームにアップしてあります。 

・活動例  

なし 

不明点等ありましたら平林までお気軽にお声がけください。 
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2 月 19 日 KC 案 

 

・直近の予定 

日付 時間 1 年次 2 年次 場所 担当 

2 月１9 日(木) 6 

限 

ゼミ・論文ポスター作成 HR 

＋20 系 

ゼミ担当 

3 月 16 日(月) 午前 探究の日（ポスター発表）   

3 月 30 日(月)  1 年次 8,000 字論文提出   

 

・今回の活動 

① 論文・ポスター制作 

 

＜目的＞ 

前回の続きです。 

・繰り返しになりますが、論文の中身にあたる「方法」「結果」「考察」を言語化するところ

から進めること。 

・「結果」は図表を用いて整理すること。（2 年次生は統計処理まですること） 

以上 2 点を声をかけながら生徒に作業をさせてください。 

 

・生徒持ち物 

PC、フラットファイル、学びの技 

 

・事前準備 

なし 

 

・補足 

前回同様に、処理の方法に困っている生徒は時間中でも平林まで質問に来させてください。

なお、資料も以前クラスルームにアップしてあります。 

 

・活動例  

なし 

不明点等ありましたら平林までお気軽にお声がけください。 
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3 月 16 日 KC 案 

 

・直近の予定 

日付 時間 1 年次 2 年次 場所 担当 

3 月 16 日(月) 午前 探究の日（ポスター発表）   

3 月 30 日(月)  1 年次 8,000 字論文提出   

 

・今回の活動 

① ポスター発表会 

 

＜目的＞ 

今年度の総まとめとしてポスター発表を行う。 

探究の過程について様々な人の目で検証してもらい、探究の質を上げる。 

探究について困っていることや相談したいことがあれば積極的に聴衆に投げかける。 

 

・生徒持ち物 

発表に必要なもの（検証にあたって利用したものなどあれば） 

 

・事前準備 

ポスター印刷のためデータ提出 締め切り○月〇日〇時 

要項 別途お示しします。 

良い質問とは 中間発表会にて話した内容の再掲です。 

 

・補足 

 

・活動例  

なし 

不明点等ありましたら平林までお気軽にお声がけください。 
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「良い発表」と「良い質問」 

   

   

   

   

  

             

 良い発表  発表者と      て作  げる の

 良い 問  発表の  を らに引き   問

良い 問はほかの  のために なる

発表 のポ   

          に る 

 考 た とを論理 に  

 面 いポイントを  に  る

  のポ   

  い 問を る 

 発表の論理の流 を かむ

 探究を面  る

             

 良い発表  発表者と      て作  げる の

 良い 問  発表の  を らに引き   問

良い 問はほかの  のために なる

 い 問

1   に 問 る

2 理  きなか た とを 問 る

  本    体 な 問を る

  論理  考に  く 問を る

    問

1  手を らせる けの 問

2   な 問

  論    ている 問

               

 発表を 剣に く

 発表者の  に   う 面  る 

 自分 わか た と/わからなか た とを 理 る

 い 問   の     生 れ い

発表 の     の      る

                

    け 剣に発表を いて わからない と  る

  わからない と  わか た  分 の   わか ていない

（と     わか ていない と  らわか ていない）

「    い と」     の   

  を  て 問して る

            

    実   の  （ 提の  ）

 声 小 い/スライド 小 いの  う  説明 てく 

  に いて べていた  の定 は か？

  の定 はわか たの     る 体 と  ない 体 を  て

  の 体 はわか た     ・   に うと ういう と？

            

    実   の  （  と  の  ）

   を行 た と べていた   う   体 に説明 て

    からB と べていた   の理 を う  説明 て

 R は？ 論は？

             

 実  一 進  発表の 力を深 る 問

    には  正 い うに う    からは は 定  る 

 の うに理     いか？

  に いて べてく た  世間 は    題にな ている 

 なたの探究を   ると  に いて    るか？

            

発表 の  の 合 さを  る 問

  なたは と べた    ない   る

    からB と べた      て Bになるとは限らない

（ なたの 張には反   る）

  なたの 張は  に知ら ている法則と   る

  なたの 論を   ると という 論になる  か  という 論

は め たい（ 理法  前 となる なたの 張は か い）

   

 問    ポイントを   て良い 問を きる うに  う 

 い 問

1   に 問 る

2 理  きなか た とを 問 る

           問を る

  論理  考に  く 問を る

   

   

       

  を  
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補足資料 

インタビューの手法（R6 実施・配布資料） 
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人を対象とする調査に係る研究倫理審査申請書 

川口市立高等学校 KC 運営委員会 御中 

 

学年 組 番 氏名 

 

提出日 

調査目的（調査を行うことによってどのような問いの解決が期待できるか） 

 

 

調査内容（調査対象、人数、場所、日時、調査の概要。質問紙・実験指示等の具体的書類

があれば添付） 

 

 

 

 

 

 

 

被調査者に負担を与える必然性および負担を最小限に留める措置 

 

 

 

インフォームド・コンセントに関する措置 

 

 

 

個人情報保護に関する措置 

 

 

発表予定の媒体 

 

 

＊以上の調査を承認する。 

指導教員 学年探究係 学年主任 承認番号・承認条件 承認年月日 
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＜R7 活動の記録＞ 

ゼミ活動の様子 

  

  

テーマ発表会の様子 
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「オリジナルデータを取ろう」（7 月 15 日）の様子 

  

  

  

中間発表会の様子 
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県探究活動生徒発表会（12 月 25 日）の様子・生徒資料（一部） 

1 年生 1 名、2 年生 3 名が発表、2 年生 1 名が見学で参加（理数科からも参加） 

  

  



 

125 

 

  

 

その他活動の記録 

・都立大探究活動発表会（1 月 31 日） 

1 年生 1 名、2 年生 2 名が発表で参加 

・第 48 回日本分子生物学会年会 高校生研究発表（12 月 5 日）  

2 年生 1 名ポスター発表参加（自然科学部からも参加） 

・つくば Science Edge2026（3 月 27 日・28 日） 

一貫生 2 年生 3 名が発表で参加（理数科からも参加）  
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年度末評価について 

 

中高一貫生の総合的な探究の時間については学年末に行う自己評価をもとにゼミ担当教

員が評価を行う。評価は点数やランク行わず、所見記入により行う。今年度の評価について

は 1，2 年次とも同様の活動であったため共通の基準で行う。次年度の 3 年次は別途評価の

文言を作成する。 

 自己評価はルーブリック表に基づき 6 項目で 4 段階の評価を行う。A,B,C,D をそれぞれ

3,2,1,0 点と得点化して基準とする。 

  

＜共通＞ ゼミ活動を通じて    （8 字） 

＜問い＞ ルーブリック表・項目 1 の点数を参照する 

3 点   検証可能で発展性のある問いを立て （16 字） 

 2 点   主体的に検証可能な問いを立て  （14 字） 

 1 点   テーマについて検証可能性を考察し （16 字） 

 0 点   自己の興味に基づくテーマを考察し （16 字） 

＜データ収集＞ ルーブリック表・項目 2(1)、2(2)の点数を参照する 

6~5 点 創意工夫を凝らしたデータ収集を行い （17 字） 

 4~3 点 先行研究をもとにデータ収集を行い （16 字） 

 2~1 点 予備的な調査としてデータ収集を進め （17 字） 

 0 点   データ収集のための準備を進め  （14 字） 

＜ゼミ活動・発表活動＞ ルーブリック表・項目 3、4、5 の点数を参照する 

9~7 点 対話を通じて自身の探究を推し進めた。 （18 字） 

 6~4 点 生徒同士のアドバイスをもとに探究した。 （19 字） 

 3~1 点 言語化を通じて考えを深め探究を進めた。 （19 字） 

 0 点   言語化に努めながら探究を進めた。 （16 字） 

 

以上最大文字数 60 字（8+16+17+19）、最小文字数 52 字（8+14+14+16） 
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自己評価分析 

 

 KC では生徒の活動を評価し、求める生徒の活動の具体的な例を示すことで一層の生徒の

取り組みを引き起こすためにルーブリック表を用いた自己評価と、それをもとにした最終

評価を行った。今年度のルーブリック表は理数科の理数探究Ⅱで用いているものをベースに

KC の活動内容に合わせて作成した。 

 当初、生徒の活動が 1 学期より 2 学期、1 年次より 2 年次と求められる姿に近づいていく

ことを期待しており、自己評価の結果にその様子が現れることを期待していた。しかし、実

際の自己評価の結果を見ると期待した結果とは異なるのではないかという疑問が生じた。 

そこで、1，2 学期のルーブリック表に基づく自己評価の結果についての分析を実施した。

両学期の自己評価フォームを期日内に回答した 122 名の回答に対して各項目の学期間での

評価の変遷と、項目ごとの関係について考察する。考察を踏まえて次年度以降のルーブリッ

ク表の文言や項目を改善し、生徒の資質能力がどのように向上しているのかを生徒・教員が

ともに実感することができるようなものに近づけていきたいと考える。 

 

＜データ収集方法＞ 

回答は google フォームにより収集した 

各学期において共通して収集したデータ： 

⚫ 問いの設定/2．オリジナルデータの収集/3．議論の技能/4．発表の技能 

の 4 観点 5 項目（２．オリジナルデータの収集について主体性と妥当性の 2 項目を評価）

について A,B,C,D の 4 段階の自己評価 

⚫ 回答時点での問い 

2 学期のみ収集したデータ： 

⚫ KC を進めるうえで困っていること・悩んでいること 

⚫ 特に KC を進めるうえで役立ったこと・もの（授業と関係なくても OK）があれば 

 

＜結果＞ 

在籍数 144 名（1 年次 72 名、2 年次 74 名）のうち、両学期でフォームの回答があったの

は 122 名であった。各項目での自己評価 A,B,C,D をそれぞれ 3,2,1,0 点と点数化して分析を

行った。 

各項目についての平均と標準偏差は表 1 の通りであった。また、それぞれの項目における

得点の分布と 1 学期から 2 学期にかけての得点の変遷を表すピボットテーブルを作成した

ものがそれぞれ表 2、表 3、表 4、表 5、表 6 である。各学期、項目間の相関係数をまとめ

たものが表 7 である。また、分析のため項目間の得点の差分（2 学期得点-1 学期得点）につ

いて平均と標準偏差をまとめた。 
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 セ ・テーマ  セ ・    セ ・妥   セ ・議論  セ ・発表 2セ ・テーマ 2セ ・   2セ ・妥  2セ ・議論 2セ ・発表

1年  2.3385 1.7077 1.7077 1.8154 1.9846 1.9355 1.8065 1.9032 1.6452 1.7903

2年  2.1818 1.5000 1.6212 2.1061 2.1212 2.1831 1.8873 1.8451 1.9014 1.8310

 体  2.2595 1.6031 1.6641 1.9618 2.0534 2.0677 1.8496 1.8722 1.7820 1.8120

1年 準偏差 0.7504 0.6788 0.6724 0.8702 0.5944 0.6490 0.7243 0.7431 0.6830 0.7763

2年 準偏差 0.7593 0.7512 0.7766 0.7529 0.5965 0.5952 0.6893 0.7063 0.7099 0.5784

 体 準偏差 0.7579 0.7234 0.7297 0.8337 0.6046 0.6349 0.7107 0.7243 0.7122 0.6815
 

表 1 1 学期、2 学期項目別得点平均及び標準偏差 

テーマ 2  

   0 1 2 3   

0 1 1 2

1 1 5 8 3 17

2 1 4 36 8 49

3 2 36 16 54

  3 11 81 27 122  

   2  

   0 1 2 3   

0 1 2 3

1 4 9 29 10 52

2 2 8 36 6 52

3 2 10 3 15

  6 20 77 19 122  

表 2 項目テーマ設定のピボットテーブル    表 3 項目主体性のピボットテーブル 

妥  2  

   0 1 2 3   

0 1 1 2

1 2 14 23 10 49

2 2 9 36 6 53

3 2 9 7 18

  4 26 69 23 122  

議論 2  

   0 1 2 3   

0 1 1

1 1 14 23 4 42

2 1 9 26 4 40

3 2 11 17 9 39

  4 34 67 17 122  

表 4 項目妥当性のピボットテーブル     表 5 項目議論のピボットテーブル 

発表 2  

   0 1 2 3   

0 1 1

1 2 5 9 16

2 3 18 50 9 80

3 4 16 5 25

  5 27 76 14 122  

表 6 項目発表のピボットテーブル 
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1セ ・テー 1セ ・ 体 1セ ・   1セ ・ 論 1セ ・発表 2セ ・テー 2セ ・ 体 2セ ・   2セ ・ 論 2セ ・発表

1セ ・テー 1.0000

1セ ・ 体 0.1440 1.0000

1セ ・   0.3775 0.3985 1.0000

1セ ・ 論 0.0305 0.1391 0.0885 1.0000

1セ ・発表 0.1271 -0.0475 -0.0370 0.0860 1.0000

2セ ・テー 0.3287 0.0629 0.2100 0.1302 0.1372 1.0000

2セ ・ 体 0.2209 0.0864 0.1781 0.1448 0.1096 0.3645 1.0000

2セ ・   0.2087 0.0801 0.1837 0.1025 -0.0256 0.4260 0.3794 1.0000

2セ ・ 論 0.2394 0.0826 0.1550 0.0687 0.3319 0.3272 0.1998 0.1707 1.0000

2セ ・発表 -0.0124 0.0647 0.1879 0.0874 0.2252 0.2820 0.2970 0.4139 0.3764 1.0000
 

表 7 項目間の相関係数（赤いセルは相関係数 0.4 以上） 

差 ・テーマ 差 ・   差 ・妥  差 ・議論 差 ・発表

1年  -0.3898 0.0678 0.1525 -0.1186 -0.1525

2年  0.0000 0.4127 0.2381 -0.2063 -0.3333

 体  -0.1885 0.2459 0.1967 -0.1639 -0.2459

1年 準偏差 0.8029 0.9719 0.8195 1.1362 0.8985

2年 準偏差 0.7766 0.9366 1.0191 0.9785 0.6901

 体 準偏差 0.8131 0.9693 0.9289 1.0586 0.8028  

表 8 各学期得点の差分平均点と標準偏差 

 

＜考察＞ 

 表 8 より平均得点の増減をみると、項目テーマ設定、議論、発表について減少してお

り、項目主体性、妥当性のデータ収集に関する 2 項目について増加している。 

平均得点の増加がみられた 2 項目についてピボットテーブルを見ると、どちらの項目で

も 1 学期の得点下位層の得点増加傾向が見て取れる。 

また、2 年の項目テーマ設定、1 年の項目議論において標準偏差が減少しているように

見受けられる。全体としても同様の傾向があるように見受けられるため、項目テーマ設定

と議論において得点の 2 極化が進行し、平均的に得点が減少したという疑いが生じた。 

 そこで表 2、表 5 のピボットテーブルにより得点の遷移を見てみる。表 2 より項目テー

マ設定においては 2 極化の進行ではなく、全体として得点が減少していると読み取れる。

一方で、表 5 より項目議論においては 2 極化現象が読み取れる。表 1 の学年ごとの得点を

見ても一方の学年のみ得点の向上の傾向があるようには見られないことから、学年によら

ずゼミや発表会での議論については生徒の自己評価は 2 極化現象が起こったといえる。 
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 以上のことから、データ収集においては 1 学期では実際にデータを集める行動を起こす

に至らなかった生徒が長期休業中や 2 学期を通じてデータ収集を行ったことで得点の増加

傾向が生まれたと考えられる。 

 項目議論の得点において 2 極化現象が生じた理由は集めているデータからは判断がつか

ない。仮説として以下の 2 つ挙げられる。 

仮説①：データ収集の経験値が高い生徒が、比較的データ収集の初期段階にある生徒に対

して的確なアドバイスをできている。アドバイスを受けた生徒は得点が減少した。 

仮説②：ルーブリック表の文言が抽象的で判断に困り、自身の活動の到達度ではなく感覚

で自己評価を行った。 

 表 7 より項目間の相関を見る。2 学期の項目テーマ設定と項目妥当性、項目妥当性と項

目発表の間にそれぞれ弱い相関があることが読み取れる。自身のデータ収集の妥当性に自

信のある生徒は、テーマ設定の検証可能性への自己評価も高くなるのではないかと考えれ

ば自然な相関であると考えられる。同様に、自身のデータ収集の妥当性に自信がある生徒

は発表の際にも聴衆から評価が高くなり自己評価も高くなるのではないかと考えられる。 

  

＜今後の展望＞ 

⚫ データ収集の実施が、他の項目の評価へ影響している状況は、KC において生徒に求

めている「動き出すこと」を引き起こすことに成功していると考えられる。データ収

集へ動き始める仕掛けを一層強化すること、動き出すことの具体的な活動の姿をより

提示し自己評価の向上を狙う。 

⚫ 議論の項目についてはルーブリック表の文言を精査し改善を試みる。また、アドバイ

スを受けただけで評価が下がるわけではないことを補足する。（アドバイスをもとに

どのように動くかを決定したのは自分であることを自覚させるなど） 

⚫ 今年度は理数科のルーブリック表をベースにして評価を行ってきたが、生徒の様々な

活動を評価する研究は SSH 指定校をはじめ先行研究が多い。これらも参考にしつつ

ルーブリック表やアンケ―トを活用した生徒の評価手法を研究する。 
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 ８ KCへ けて 

１． ゼミ運営について 

 次年度令和 8 年度は高校 1，2，3 年次がそろう KC 完成年度である。3 年次生にはゼミ内

で経験を生かしたアドバイザーとしてリーダーシップを発揮してもらう。そのような意識

づけを年度当初に 3 年次生と指導教員全体で共有することが重要だと考える。また、KC の

ゼミ数もクラス数が増加することに伴って増加する。全体を俯瞰してみて回ることができ

る教員を一人でも配置することができれば一層生徒の状況に寄り添った指導案や資料作成

ができるが、教員数の兼ね合いもあり実現は困難であろう。 

 一つのゼミあたりの生徒数は今年度同様 16～20 名になる見込みである。が、一つのゼミ

内の 1，2 年生の人数は減少するため実質的に探究の指導を行う必要がある生徒数は減り、

今年度より教員の指導における負担は減少する。一方で 3 つの学年で動く関係から行事等

との調整、活動場所の確保など事務的な仕事量は増加する。教員同士で役割分担をしながら

進めていきたい。 

 次年度に向けてではないが、いずれはフリーハンドの教員がゼミ活動の時間にイベント

を企画し（例えばアンケート調査についてのワークショップなど）そこにいくつかのゼミが

参加するような形をとることができればよい。そうすることで、ゼミを受け持つ教員も時々

ゼミ運営から解放され、生徒は統一的に探究手法の習得が期待できる。 

 

２． 附属中学校との連携について 

 令和 7 年度は附属中学校と 3 回の情報交換の実施、先進校視察（神戸大付属中等教育学

校）の共同実施、一部教材の共有など連携を進めてきた。次年度以降徐々に中学 3 年生もゼ

ミ活動に参加していく方向で調整を進めている。中高一貫校の強みである探究活動に割く

ことができる時間の多さを生かしていくために今後もこの方向で進めていきたい。 

 

３． ルーブリック評価について 

 自己評価分析の欄にも記載した通り、他校において行われている評価手法を参考に年度

ごとにルーブリック表を KC で求める生徒の姿に合うものになっているかどうかをきちん

と自己評価していく必要がある。次年度も引き続き分析行う。 

 

４． 外部発表について 

 今年度は外部発表会に 3 回、延べ 11 名が参加した。一度外部発表会に参加すると次も参

加してみたい、もっと検証を繰り返さなければとモチベーションがあがり、結果としてよい

探究になっていくことが多い。今年度外部発表に参加した 2 年次生は 1 年次に外部発表会

に見学に出向いたことのある生徒が多かった。令和 7 年度は 1 年次生の見学での参加はな

かったため、次年度は 1 年次生の見学数を増やすための仕掛けを考えていく必要がある。 
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令和 8年度 一貫生KC年間  案 

月 日 曜 限 学校予定 1年次 2年次  年次

4 16 木 6

23 木 6 理数オリエン 問いを立てるとは？ 科目選択説明会   発表会に向けて

30 木 6 ゼミ活動

5 7 木 6 生徒総会？ ゼミ活動

14 木 6 ゼミ活動

21 中間考査？

28 木 6 進路の読み合わせ(2年5限1年6限)？  ？  ？ HR単位・論文発表準備

6 4 木 三者面談？

11 木 6 2年オープンキャンパス資料説明会？ クラス別活動・発表準備 2年オープンキャンパス資料説明会 HR単位・論文発表準備

18 木 6

25 木 6 ゼミ活動

7 2 木 期末考査？

9 木 6 ゼミ活動

？ ？ 午前

？ ？ 午前

8 ？ ？ ？ 夏季休業

9 3 木 6 模試分析会(1年6限2年7限)？ クラス別活動・探究②報告(7限に実施 クラス別活動・探究②報告 クラス裁量

10 木 6 1年卒業生懇談会？ クラス別活動・進捗報告 中 生アドバイザー？

17 木 6 2年大学合同説明会？ クラス別活動・進捗報告 クラス裁量

24 木 6 クラス裁量

10 1 木 体育祭？

8 木 6 ゼミ活動

15 木 中間考査？

22 木 6

29 木 6 クラス裁量

11 5 木 6 クラス裁量

12 木 6 ゼミ活動

19 木 6 ゼミ活動

26 木 6 2年修学旅行？ クラス別活動・進捗報告 2年修学旅行 クラス裁量

12 3 木 期末考査？

10 木 6 ゼミ活動

？ ？ ？

1 14 木 6 クラス裁量

21 木 クラス裁量

28 木 6 クラス裁量

2 4 木 6 自宅研修

11 木    念日

18 木 6 自宅研修

3 ？ ？ 午前

論文の書き方・なぜ論文を描くのか

課題設定講演会 

ゼミ⑧・論文・ポスター発表    

ゼミ⑨・論文・ポスター作製

ゼミ⑩・論文・ポスター作製

ポスター発表会 

ゼミ③・中間発表  ードバック  授業変更

ゼミ④・調査継続

ゼミ⑤・調査継続

ゼミ⑥・調査継続

ゼミ⑦・探究④報告 冬休みに向けて

県探究活動生徒発表会(日本薬科大)

仮ゼミ④・夏休みに向けて

探究  講 ・      ータを   （  ）

 年   発表会（ 数 と合同  ）

ゼミ①・中間発表準備/スライド作成の技法

ゼミ②・ゼミ内発表/発表準備

合同中間発表会（探究③報告）  マ 

総探オリエンテーション

問いを立てる①・個人活動・ゼミ紹介

仮ゼミ①・学年縦断グループ活動

仮ゼミ②・先行研究調べ

テーマ発表会（探究①報告）　  にして2 マ  し い（ 年   マ）

仮ゼミ③・発表会  か    授業変更
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